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平
成
二
十
年
三
月
護
行

唐
の
監
牧
制
と
中
園
在
住
ソ
グ
ド
人
の
牧
馬

山

下

1守

司

む四三二ーは

じ

め

に

ソ
グ
ド
人
の
牧
馬
官
就
任
事
例
と
唐
の
監
牧
制

夏
州
群
牧
と
武
威
安
氏

「
安
忠
敬
墓
問
」
に
見
る
武
威
安
氏
の
牧
馬

同
原
史
氏
と
監
牧
制

す

ぴ

1 

は

じ

め

近
年
中
園
で
は
、
北
朝
後
期
か
ら
唐
前
竿
に
か
け
て
の
ソ
グ
ド
人
の
も
の
と
思
わ
れ
る
墓
地
の
鷲
見
・
護
掘
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
多

く
の
漢
文
墓
誌
が
出
土
し
た
。
一
九
八

0
年
代
か
ら
九

0
年
代
に
か
け
て
、
寧
夏
回
族
自
治
匝
固
原
牒
南
郊
で
護
掘
さ
れ
た
史
氏
一
族
墓
を
皮

切
り
に
、
一
九
九
九
年
に
は
山
西
省
太
原
市
で
虞
弘
墓
が
護
見
さ
れ
、
ま
た
、
陳
西
省
西
安
市
で
は
二

0
0
0年
以
降
、
安
伽
墓
・
史
君
墓
・

康
業
墓
等
の
護
見
が
相
次
い
だ
。
さ
ら
に
、
映
西
省
北
部
の
靖
遣
で
一
九
九
四
年
に
護
見
さ
れ
た
程
曹
明
墓
も
ソ
グ
ド
人
墓
で
あ
る
可
能
性
が
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高
い
と
い
う
。
墓
誌
の
記
載
か
ら
、
以
上
の
墓
の
被
葬
者
あ
る
い
は
そ
の
租
先
は
、

い
ず
れ
も
北
朝
後
期
に
は
中
園
へ
移
住
し
植
民
緊
落
を
形

成
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
新
出
土
史
料
の
他
に
も
、
中
国
で
は
移
し
い
数
の
墓
誌
を
載
銀
し
た
史
料
叢
書
が
陸
績
と
刊
行
さ
れ
、

そ
の
中
で
新
た
に
公
に
さ
れ
た
ソ
グ
ド
人
漢
文
墓
誌
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
賦
況
の
中
、
北
朝
末
か
ら
唐
初
に
か
け
て
中
固
に
移
住
し

た
ソ
グ
ド
人
の
情
報
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、
彼
ら
の
存
在
形
態
や
活
動
の
賓
態
が
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

北
朝
末
か
ら
唐
初
に
か
け
て
の
中
圏
在
住
ソ
グ
ド
人
の
中
で
も
、
際
立
っ
た
勢
力
を
築
い
た
の
が
武
威
安
氏
と
固
原
史
氏
で
あ
る
。
涼
州

(
武
威
郡
)
姑
戚
を
擦
貼
と
し
、
陪
末
唐
初
に
活
躍
し
た
安
興
貴
・
修
仁
の
兄
弟
で
名
高
い
武
威
安
氏
は
、

ブ
ハ
ラ
の
出
身
で
、
北
貌
後
期
よ

り
ソ
グ
ド
人
緊
落
の
首
領
で
あ
る
「
薩
賓
」
の
職
を
継
承
し
た
。
陪
末
の
混
乱
期
に
は
、
安
修
仁
が
他
の
仲
間
と
共
に
河
西
に
李
軌
政
権
を
擁

立
し
、
長
安
に
唐
朝
が
成
立
す
る
と
、
今
度
は
兄
弟
で
ソ
グ
ド
人
軍
固
を
率
い
て
李
軌
政
権
を
轄
覆
さ
せ
、
河
西
一
帯
を
唐
朝
に
献
じ
た
。
武

威
安
氏
は
ソ
グ
ド
人
で
あ
り
な
が
ら
、

一
軍
閥
政
権
の
興
亡
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
賓
力
を
有
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
の
固
原
史
氏
は
、
原
州

2 

(
平
涼
郡
)
高
平
を
援
貼
と
す
る
。
田
原
史
氏
と
は
、
二
つ
の
有
力
な
一
族
の
線
栴
で
、
武
威
安
氏
と
同
じ
く
北
貌
後
期
に
中
園
へ
移
住
し
た

と
見
ら
れ
る
キ
ッ
シ
ユ
の
出
身
者
で
あ
る
。
北
朝
末
か
ら
原
州
に
住
み
着
い
て
土
着
勢
力
と
化
し
、
少
な
く
と
も
唐
の
高
宗
期
に
至
る
ま
で
長

安
政
権
と
の
闘
係
を
保
っ
た
。
陪
末
に
は
原
州
一
帯
の
治
安
・
軍
事
を
統
轄
す
る
ま
で
に
至
り
、
唐
成
立
後
は
こ
れ
に
蹄
属
し
て
、
臨
右
の
醇

暴
政
権
打
倒
に
協
力
し
た
。

こ
の
二
つ
の
地
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
集
圏
が
、
右
の
よ
う
な
勢
力
を
有
す
る
に
至
っ
た
一
つ
の
背
景
と
し
て
、
軍
府
官
、
す
な
わ
ち
北
朝
末

に
始
ま
る
府
兵
制
の
軍
府
の
長
官
を
歴
任
し
て
い
た
こ
と
が
畢
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
ソ
グ
ド
人
枇
舎
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
長
安
政
権

か
ら
軍
府
官
に
任
じ
ら
れ
、
自
ら
の
植
民
衆
落
か
ら
軍
圏
を
組
織
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
陪
末
に
は
、
こ
れ
を
背
景
に
一
種
の
軍
事
勢
力
と
化

(
2
)
 

し
、
唐
朝
に
よ
る
統
一
に
直
接
的
な
援
助
を
輿
え
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
武
威
安
氏
と
固
原
史
氏
に
は
、
「
軍
府
官
の
歴
任
」
と
い
う
貼
以
外
に
、
も
う
一
つ
共
通
す
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
牧

馬
官
、
す
な
わ
ち
唐
の
馬
政
に
闘
わ
る
官
職
を
歴
任
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
軍
府
官
の
歴
任
」
が
他
の
中
園
在
住
ソ
グ
ド
人
に



も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
に
封
し
、
「
牧
馬
官
の
歴
任
」
は
墓
誌
等
の
諸
史
料
を
検
索
し
て
も
、
こ
の
二
つ
の
ソ
グ
ド
集
圏
に
限
定
さ
れ
る
。

こ
の
第
二
の
共
通
貼
は
、
雨
ソ
グ
ド
集
圏
の
勢
力
形
成
と
い
か
な
る
関
係
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
彼
ら
ソ
グ
ド
人
に
よ
る
牧

馬
官
の
就
任
は
、
唐
代
の
馬
政
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
唐
代
前
期
に
お
け
る
軍
馬
詞
養
の
瞳
制
で
あ
る
監
牧
制
と
、
武
威
安
氏
・
固
原
史
氏
雨
ソ
グ
ド
集
圏
と
の
闘
係
の
考
察
に
よ
っ

て
、
中
圏
在
住
ソ
グ
ド
人
の
活
動
の
新
た
な
一
面
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ソ
グ
ド
人
の
牧
馬
官
就
任
事
例
と
唐
の
監
牧
制

ま
ず
、
編
纂
史
料
お
よ
び
出
土
墓
誌
等
か
ら
検
出
さ
れ
た
、

ソ
グ
ド
人
の
牧
馬
官
就
任
事
例
を
年
代
順
に
一
覧
に
し
た
も
の
を
表
一
に
示
す
。

右
の
事
例
の
う
ち
、
①
②
②
は
田
原
史
氏
に
属
し
、
③
⑤
は
武
威
安
氏
に
属
す
。

つ
ま
り
、
⑥
を
除
く
と
田
原
史
氏
と
武
威
安
氏
に
よ
っ
て

3 
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占
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
牧
馬
官
と
一
口
に
言
っ
て
も
、

0
0監
・
監
牧
使
・
群
牧
使
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
官
名
が
見
え
る
。
そ
こ
で
、
各
官
の
職

(
4
)
 

や
や
紙
面
を
割
い
て
、
監
牧
制
な
る
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

掌
と
そ
の
就
任
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、

監
牧
制
と
は
、
唐
代
前
期
に
施
行
さ
れ
た
軍
馬
飼
養
の
瞳
制
で
あ
る
。
監
牧
と
呼
ば
れ
る
各
地
に
設
置
さ
れ
た
官
昔
牧
場
を
基
盤
と
し
、
そ

の
牧
場
の
長
官
を
牧
監
と
い
う
。
「
唐
六
典
』
巻
一
七
太
僕
寺
に
は
牧
監
お
よ
び
監
牧
に
つ
い
て
の
規
定
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
(
〔

t 

は
割
り
注
)

0

諸
そ
牧
監
、
群
牧
の
翠
課
の
事
を
掌
る
。
凡
そ
馬
五
千
匹
も
て
上
監
と
矯
し
、
三
千
匹
己
上
も
て
中
監
と
矯
し
、
己
下
も
て
下
監
と
属
す
。

:
:
:
凡
そ
馬
に
左
右
の
監
有
り
。
以
て
其
の
轟
良
を
別
ち
、
教
紀
を
以
て
名
と
矯
し
、
而
し
て
其
の
簿
籍
に
著
す
。
細
馬
の
監
は
左
と
稽

し
、
轟
馬
の
監
は
右
と
稽
す
〔
其
の
雑
畜
牧
は
皆
下
監
に
同
じ
く
、
の
り
で
土
地
を
以
て
監
名
と
矯
す
〕
0

監
牧
に
は
左
右
の
二
種
類
が
存
在
し
、
「
左
」
は
細
馬
す
な
わ
ち
良
馬
を
育
成
す
る
牧
場
で
あ
り
、
「
右
」
は
巌
馬
す
な
わ
ち
粗
雑
馬
を
育
成
す

る
牧
場
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
監
牧
は
飼
養
す
る
馬
の
頭
数
に
よ
っ
て
上
中
下
の
一
一
一
種
に
も
匝
別
さ
れ
る
。
た
だ
下
監
の
匝
分
基
準
に
は
史
料
に

4 

よ
っ
て
異
同
が
あ
り
、
「
奮
唐
主
目
』
巻
四
四
職
官
志
三
で
は
傍
線
部
「
巳
下
」
を
「
一
千
匹
以
上
」
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
右
の

『
唐
六
典
」
を
は
じ
め
と
す
る
惇
世
史
料
よ
り
も
さ
ら
に
詳
細
な
監
牧
設
置
規
定
が
、
『
天
一
閣
議
明
紗
本
天
聖
令
』
に

存
在
す
る
。

一
九
九
九
年
に
中
国
・
寧
波
の
天
一
閤
博
物
館
で
護
見
さ
れ
た
天
聖
令
寓
本
に
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
唐
令
(
開

元
二
五
年
令
)
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
内
外
の
研
究
者
を
驚
か
せ
た
。
そ
の
中
の
「
厩
牧
令
巻
第
二
四
」
に
は
三
五
僚
に
わ
た
る
唐
の
厩
牧
令

(
5
)
 

が
牧
録
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
次
の
俊
文
に
注
目
し
た
い
。

あ

よ

イ

i

諸
そ
牧
、
細
馬
・
次
馬
の
監
を
左
監
と
栴
し
、
商
競
馬
の
監
を
右
監
と
栴
し
、
倒
州
司
割
刻
荊
劃
割
引
引
叫
刈

一
に
耐
を
以
て
名
と
矯
す
。

馬
五
千
匹
以
上
に
満
つ
れ
ば
上
と
矯
し
〔
数
う
る
に
率
生
を
外
し
、
草
父
の
三
歳
以
上
を
計
り
、
五
千
匹
に
満
つ
れ
ば
、
即
ち
所
司
に
申
(
原
文
は

口

甲
に
作
る
)
し
て
別
に
肢
を
置
(
原
文
は
直
に
作
る
)
け
〕
、
三
千
匹
以
上
を
中
と
矯
し
、
ヨ
引
四
阿
刷
出
剖
刻
劃
明
剖
閣
制
。
其
れ
雑
畜
牧
は

あ

皆
な
下
監
に
同
じ
〔
到
刷
劃
凶
倒
州
司
封
拙
刻
叫
引
制
劃
詞
引
〕
。
即
ち
別
に
監
を
置
く
に
磨
た
り
、
官
の
牧
監
、
私
牧
と
相
い
妨
ぐ
る
は
、



並
び
に
私
(
原
文
は
司
に
作
る
)
牧
を
諸
庭
に
移
し
替
を
給
せ
よ
。
其
れ
屋
宇
有
ら
ば
、
段
則
せ
し
む
る
勿
か
れ
。
即
ち
在
牧
の
人
に
給
し

て
坐
せ
し
め
、
の
り
て
州
牒
は
量
り
て
功
力
お
よ
び
債
値
に
酬
い
よ
。

こ
の
一
僚
は
仁
井
田
陸
著
『
唐
令
拾
遺
」
(
東
方
文
化
阻
学
院
東
京
研
究
所
、

一
九
九
三
)
や
仁
井
田
陸
著
・
池
田
温
代
表
編
集
『
唐
令
拾
遺
補
』
(
東

京
大
串
出
版
台
、

一
九
九
七
)
に
も
載
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天
聖
令
寓
本
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
令
丈
で
あ
る
。
ま
ず
、
傍
線
部
イ

「
何
り
て
各
々
弟
(
H
H

第
)
を
起
こ
す
に
、

一
に
次
を
以
て
名
と
話
す
」
の
記
載
か
ら
、
監
牧
は
設
置
さ
れ
た
順
番
に
従
っ
て
、
機
械
的
に
番

競
が
附
け
ら
れ
て
い
っ
た
と
解
懇
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
一
の
①
史
詞
耽
が
任
じ
ら
れ
た
「
左
二
監
」
と
は
、
「
二
番
目
に
設
置
さ
れ
た

良
馬
を
産
出
す
る
官
管
牧
場
の
長
官
」
で
あ
り
、
②
史
銭
棒
が
任
じ
ら
れ
た
「
右
一
七
監
」
と
は
、
「
一
七
番
目
に
設
置
さ
れ
た
粗
雑
馬
を
産

出
す
る
官
管
牧
場
の
長
官
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
設
置
番
競
が
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
附
け
ら
れ
た
も
の
か
、
左
右

併
せ
た
通
番
で
あ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

ま
た
、
下
監
に
つ
い
て
は
、
傍
線
部
ロ
か
ら
そ
の
分
類
基
準
が
三
千
頭
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
さ
ら
に
、
傍
線
部
ハ

「宜円

5 

の
監
は
の
り
て
土
地
を
以
て
名
を
謂
う
」
の
割
注
か
ら
、
下
監
は
上
監
や
中
監
と
は
異
な
り
、
地
名
を
牧
場
名
に
冠
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
「
唐
六
典
』
に
も
同
意
の
割
注
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
一
の
④
史
遁
徳
が
任
じ
ら
れ
た
「
玉
亭
監
」
「
蘭
池
監
」
と
は
、
牧

馬
三
千
頭
未
満
の
下
監
の
長
官
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
右
の
よ
う
な
監
牧
を
中
心
と
す
る
軍
馬
飼
養
の
瞳
制
は
、

い
か
な
る
経
緯
か
ら
施
行
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
護
展
し
て
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
惇
え
る
基
礎
史
料
と
見
ら
れ
る
の
が
、
『
唐
丈
粋
」
巻
二
二
所
載
張
説
「
大
唐
開
元
十
三
年
臨
右
監
牧
頃
徳
碑
」

(
6
)
 

(
以
下
「
監
牧
領
」
と
略
稽
)
で
あ
る
。

大
唐
、
周
陪
乱
離
の
後
に
接
し
、
天
下
征
戦
の
弊
を
承
け
、
残
虚
を
鳩
括
す
る
も
、
僅
か
に
牝
牡
三
千
を
得
る
の
み
。
赤
岸
津
従
り
之
れ

つ

く

ろ

わ

な

を
臨
右
に
徒
し
、
始
め
て
太
僕
張
寓
歳
に
命
じ
て
其
の
政
を
茸
し
む
。
而
し
て
奔
(
突
の
誤
り
)
世
徳
を
載
し
、
其
の
緒
を
纂
修
す
。

す

四
十
年
間
、
馬
は
七
十
高
匹
に
至
る
。
八
使
を
置
き
、
以
て
之
を
董
べ
、
四
十
八
監
を
設
け
て
以
て
之
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貞
観
白
り
肇
め
、
麟
徳
に
成
り
、
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な

お

さ

を
掌
ら
し
む
。
臨
西
・
金
城
・
平
涼
・
天
水
四
郡
の
地
に
跨
り
、
幅
員
千
里
、
猫
陸
狭
と
属
す
が
ご
と
し
。
更
め
て
八
監
を
析
き
、
河
由

に
布
く
。
豊
蹟
の
野
、
乃
ち
能
く
之
を
容
る
。
斯
の
時
、
天
下
一
嫌
を
以
て
一
馬
を
易
う
。
秦
漢
の
盛
も
、
未
だ
始
め
て
聞
か
ざ
る
な
り
。

北
周
・
陪
に
よ
る
混
乱
と
、
激
し
い
中
園
統
一
戟
を
経
た
後
、
唐
朝
の
手
元
に
蔑
さ
れ
た
軍
馬
は
わ
ず
か
三
千
顕
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
唐
朝
は
、

貞
観
年
間
(
六
二
七
i
六
四
九
)
に
な
け
な
し
の
三
千
頭
を
京
師
東
方
の
赤
岸
淳
(
後
掲
『
元
和
郡
勝
闘
志
』
巻
三
関
内
這
三
原
州
に
擦
る
)
か
ら
臨

右
に
移
柿
押
さ
せ
、
そ
の
地
に
て
監
牧
制
を
開
始
し
た
の
だ
と
い
う
。
以
来
、
監
牧
は
謂
州

(
U
院
西
郡
)
・
蘭
州
(
U
U

金
城
郡
)
・
原
州
(
U
U

平
涼

郡
)
・
秦
州
(
日
天
水
郡
)
の
一
帯
に
増
置
さ
れ
、
麟
梧
年
間
(
六
六
四
1

六
六
六
)
に
は
四
八
監
に
達
し
、
飼
養
さ
れ
る
軍
馬
も
七

O
高
頭
に
至

っ
た
。
こ
の
監
牧
制
施
行
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
新
唐
書
』
巻
五

O
兵
志
に
も
、

ふ

馬
は
、
兵
の
用
な
り
。
監
牧
は
馬
を
蕃
や
す
所
以
な
り
。
其
の
制
は
近
世
に
起
こ
る
。
唐
の
初
め
て
起
こ
る
や
、
突
厭
馬
二
千
匹
を
得
、

又
陪
馬
三
千
を
赤
岸
津
に
得
た
り
。
之
を
臨
右
に
徒
し
、
監
牧
の
制
は
此
に
始
ま
れ
り
。

6 

と
あ
る
。
こ
れ
も
「
監
牧
煩
」
に
基
づ
い
た
記
遮
と
見
え
、
同
様
に
、
軍
馬
の
臨
右
移
轄
を
も
っ
て
監
牧
制
の
開
始
と
見
る
。
た
だ
し
、
施
行

時
に
唐
朝
が
保
有
し
て
い
た
軍
馬
の
数
は
、
三
千
に
「
突
一
敗
馬
」
す
な
わ
ち
太
原
奉
兵
時
に
突
一
敗
よ
り
得
た
二
千
頭
を
足
し
て
五
千
頭
と
し
て

い
る
。
他
に
『
唐
合
同
要
』
巻
七
二
馬
に
も
、
「
監
牧
領
」
の
右
の
部
分
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
監
牧
領
」
に
は
、
監
牧
制
施
行
の
首
初
か
ら
「
太
僕
」
張
寓
歳
が
諸
監
牧
を
統
轄
し
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が

(
7
)
 

正
確
で
は
な
い
こ
と
は
す
で
に
先
撃
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
諸
監
牧
に
封
す
る
監
督
盟
制
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
『
唐
舎
要
』
巻
六
六

群
牧
使
の
僚
に
詳
し
い
。

貞
観
十
五
年
、
向
莱
奉
御
張
寓
歳
、
太
僕
少
卿
に
除
せ
ら
れ
、
群
牧
を
勾
首
す
る
も
、
官
衡
に
入
れ
ず
。
麟
徳
元
年
十
二
月
に
至
り
、
官

を
克
ぜ
ら
る
。
三
年
正
月
、
太
僕
少
卿
鮮
子
正
俗
、
臨
右
群
牧
監
を
検
校
す
。
衡
に
入
る
と
難
も
、
未
だ
使
を
置
か
ず
。
上
元
元
年
四
月
、

右
衛
中
郎
将
郎
義
、
検
校
臨
右
群
牧
監
に
除
せ
ら
る
。
儀
鳳
三
年
十
月
、
太
僕
少
卿
李
思
文
、
臨
右
諸
牧
監
使
を
検
校
す
。
忍
白
り
始
め

て
使
競
有
り
。



太
僕
少
卿
で
あ
っ
た
張
高
歳
は
、
貞
観
一
五
年
(
六
四
一
)
に
至
っ
て
初
め
て
諸
監
牧
の
監
督
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
昔
時
、
特
に
そ

の
た
め
の
官
職
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
儀
鳳
三
年
(
六
七
八
)
に
李
思
丈
が
臨
右
諸
牧
監
使
を
検
校
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
こ
に
初
め
て
臨
右
一
帯
の
諸
監
牧
を
統
轄
す
る
使
職
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
臨
右
諸
牧
監
使
は
、
臨
右
群
牧
使
と

(
8
)
 

も
別
稿
さ
れ
、
あ
る
い
は
都
監
牧
使
・
群
牧
大
使
・
群
牧
都
使
・
監
牧
都
使
な
ど
と
も
稽
さ
れ
た
と
い
う
。
以
後
、
本
稿
で
は
「
臨
右
群
牧

使
」
に
名
稀
を
統
一
し
、
臨
右
群
牧
使
が
管
轄
し
た
官
管
牧
場
(
監
牧
)
全
瞳
を
「
臨
右
群
牧
」
と
線
稽
す
る
。

臨
右
群
牧
使
の
下
に
は
監
牧
使
と
い
う
使
職
が
置
か
れ
、
よ
り
直
接
的
に
諸
監
牧
の
監
督
に
首
た
っ
た
。
先
引
の
「
監
牧
頃
」
丈
中
の
「
八

使
」
が
こ
れ
に
首
た
る
。
ま
た
『
元
和
郡
時
国
志
』
巻
三
関
内
這
三
原
州
に
は
、

監
牧
。
貞
観
中
、
京
師
の
束
、
赤
岸
津
白
り
馬
牧
を
秦
謂
二
州
の
北
、
合
州
の
南
、
蘭
州
秋
遁
牒
の
西
に
移
し
、
監
牧
使
を
置
き
て
其
の

事
を
掌
ら
し
む
。
何
り
て
原
州
刺
史
を
以
て
都
監
牧
使
と
矯
し
、
以
て
四
使
を
管
べ
し
む
。
南
使
は
原
州
の
西
南
一
百
八
十
里
に
在
り
、

西
使
は
臨
桃
軍
の
西
二
百
二
十
里
に
在
り
、
北
使
は
理
を
原
州
城
内
に
寄
せ
、
東
宮
使
は
理
を
原
州
城
内
に
寄
す
。
天
賓
中
、
諸
使
共
に

7 

五
十
監
有
り
。
南
使
十
八
監
を
管
べ
、
西
使
十
六
監
を
管
べ
、
北
使
七
監
を
管
ベ
、
東
宮
使
九
監
を
管
ぶ
。

と
あ
り
、
南
使
・
西
使
・
北
使
・
東
宮
使
と
い
う
「
四
使
」
が
畢
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
若
干
数
の
監
牧
の
監
督
を
捨
首
し
、
「
唐
六

血
(
』
巻
一
七
太
僕
土
寸
に

年
終
わ
る
毎
に
、
監
牧
使
、
率
課
の
数
を
巡
按
し
、
功
過
を
以
て
相
い
除
し
、
之
が
考
課
を
矯
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
毎
年
、
監
牧
の
長
官
で
あ
る
牧
監
た
ち
の
成
績
査
定
を
行
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
臨
右
に
布
か
れ
た
監
牧
制
は
次
の
よ
う
に
園
式
化
さ
れ
る
。

臨
右
群
牧
使
|
|
監
牧
使
(
四
1
八
使
)
|
|
牧
監
(
四
八
監
1
)

臨
右
群
牧
使
と
い
う
使
職
に
よ
っ
て
、
臨
右
全
睦
の
監
牧
を
統
轄
さ
せ
る
こ
の
よ
う
な
官
制
が
最
終
的
に
完
成
し
た
の
は
、
『
唐
舎
要
」
巻
六

戸A戸υ生υ

六
群
牧
使
の
記
載
か
ら
、
陣
右
群
牧
使
が
設
け
ら
れ
た
儀
鳳
三
年
(
六
七
八
年
)
の
こ
と
と
わ
か
る
。
た
だ
し
、
「
臨
右
群
牧
」
が
設
置
さ
れ
た
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(
9
)
 

範
園
に
は
注
意
を
要
す
る
。
「
臨
右
」
と
い
う
地
名
を
冠
し
て
い
る
が
、
「
監
牧
煩
」
や
『
元
和
郡
牒
園
志
」
巻
三
関
内
這
三
原
州
に
見
え
る
よ

う
に
、
首
初
監
牧
が
設
置
さ
れ
た
地
域
は
潤
州
・
蘭
州
・
原
州
・
秦
州
の
四
州
で
あ
り
、
(
貫
際
に
は
臨
右
遁
東
部
か
ら
閲
内
遁
西
部
に
か
け
て

の
一
帯
に
位
置
す
る
。
そ
の
後
、
そ
れ
だ
け
で
は
土
地
が
足
り
な
く
な
り
、
さ
ら
に
嵐
州
や
盟
州
と
い
う
オ
ル
ド
ス
一
帯
(
つ
ま
り
「
河
曲
」
)

(
刊
)

に
も
監
牧
が
増
設
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
項
を
ふ
ま
え
、
次
章
よ
り
表
一
に
翠
げ
た
各
事
例
に
つ
い
て
具
瞳
的
に
検
討
し
て
い
く
。

夏
州
群
牧
と
武
威
安
氏

ま
ず
、
陪
末
唐
初
の
中
国
に
お
い
て
最
大
の
ソ
グ
ド
人
勢
力
で
あ
っ
た
武
威
安
氏
の
事
例
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

表
一
③
の
安
元
書
は
、
李
軌
政
権
轄
覆
に
功
績
の
あ
っ
た
安
興
貴
の
子
で
あ
る
(
武
威
安
氏
系
譜
に
つ
い
て
は
末
尾
の
図
一

「
武
威
安
氏
系
闘
」

8 

参
照
)

0

『
雨
唐
書
」
に
は
名
が
見
え
な
い
が
、
光
宅
元
年
(
六
八
四
)
に
刻
さ
れ
た
墓
誌
が
一
九
七
二
年
に
出
土
し
、
そ
の
事
績
を
追
う
こ
と

(
U
)
 

が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
安
元
書
は
、
武
億
五
年
(
六
二
二
)
に
一
六
歳
で
李
世
民
の
幕
府
で
あ
る
秦
王
府
に
仕
え
、
武
徳
九
年
(
六
二
六
)

の
玄
武
門
の
費
に
も
加
捨
し
た
。
そ
の
直
後
に
突
一
敗
・
韻
利
可
汗
が
長
安
北
郊
に
襲
来
し
た
際
も
、
安
元
喜
一
一
吋
は
腹
心
と
し
て
李
世
民
の
傍
ら
に

あ
り
、
李
世
民
と
突
一
放
の
使
者
が
曾
見
す
る
場
に
一
人
立
ち
合
っ
た
。
太
宗
が
即
位
し
た
後
は
一
時
的
に
官
を
離
れ
て
踊
郷
し
た
が
、
十
数
年

の
の
ち
再
び
登
用
さ
れ
、
高
宗
朝
で
は
武
官
職
を
歴
任
し
た
。
西
突
一
敗
の
阿
史
那
賀
魯
に
封
す
る
征
討
な
ど
に
従
軍
し
、
最
終
的
に
官
は
右
威

衛
将
軍
(
従
三
品
)
に
達
し
た
。
死
後
は
「
太
宗
の
功
臣
」
と
し
て
昭
陵
へ
の
陪
葬
を
許
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
詳
細
に
安
元
書
の
事
績
を
綴
る
こ
の
墓
誌
は
、
彼
が
夏
州
群
牧
使
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
に
は
一
言
も
輔
れ
な
い
。
こ
れ
に
言
及

し
て
い
る
の
は
、
『
唐
曾
要
』
巻
七
二
馬
の
候
で
あ
る
。

永
隆
二
年
七
月
十
六
日
、
夏
州
群
牧
使
安
元
書
奏
し
て
言
え
ら
く
、
「
調
露
九
(
元
の
誤
り
)
年
九
月
従
り
己
後
二
月
五
日
に
至
る
前
、
死

失
の
馬
一
十
八
寓
四
千
九
百
匹
、
午
一
高
一
千
六
百
頭
」
と
。



こ
の
記
事
は
、
永
隆
二
年
(
六
八
一
)
に
夏
州
群
牧
使
の
安
元
書
が
、
調
露
元
年
(
六
七
九
)
九
月
か
ら
永
隆
二
年
二
月
五
日
に
至
る
約
一
年
宇

の
期
間
に
喪
失
し
た
牛
馬
の
頭
数
を
報
告
し
た
、
と
惇
え
る
。
ほ
ほ
同
文
の
記
載
が
『
冊
府
元
亀
』
巻
六
一
二
卿
監
部
・
監
牧
や
『
資
治
通

鑑
』
巻
二

O
二
唐
紀
一
八
開
耀
元
年
(
六
八
一
)
七
月
僚
に
も
見
え
る
が
、
安
元
書
が
夏
州
群
牧
使
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
を
惇
え
る
の
は
、
こ

れ
ら
断
片
的
な
記
事
に
限
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
「
夏
州
群
牧
使
」
と
い
う
使
職
名
白
煙
、
こ
の
安
元
書
奏
上
に
閲
す
る
記
事
の
他
に
は
見
え

な
い
。
「
群
牧
使
」
の
用
例
を
諸
史
料
か
ら
検
索
し
た
寧
志
新
氏
に
よ
れ
ば
、
夏
州
群
牧
使
以
外
に
、
州
名
を
冠
し
た
群
牧
使
の
語
の
用
例
は

(ロ)

な
い
と
い
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
わ
ず
か
な
資
料
か
ら
夏
州
群
牧
使
な
る
職
は
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
鍵
と
な
る
の
は
、
安
一
冗
書

が
報
告
し
て
い
る
喪
失
し
た
軍
馬
の
頭
数
で
あ
る
。
こ
の
頭
数
は
、
夏
州
群
牧
使
の
統
轄
す
る
監
牧
の
規
模
、
す
な
わ
ち
そ
の
権
限
の
大
小
に

関
わ
っ
て
く
る
。
『
資
治
通
鑑
』
巻
二

O
二
唐
紀
一
八
開
耀
一
冗
年
七
月
僚
に
は
、

夏
州
群
牧
使
安
元
幸
町
奏
す
ら
く
、
「
調
露
元
年
九
月
白
り
以
来
、
喪
馬
一
十
八
高
絵
匹
、
監
牧
の
吏
卒
の
虜
の
殺
掠
す
る
所
と
馬
る
者
八

9 

百
絵
人
」
と
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
封
す
る
胡
三
省
の
注
稗
に
は
、

唐
の
諸
牧
監
は
、
群
牧
撃
課
の
事
を
掌
る
。
凡
そ
諸
群
牧
、
南
北
東
西
四
使
を
立
て
以
て
之
を
分
統
し
、
其
の
馬
皆
印
さ
る
。
歳
終
わ
る

毎
に
、
監
牧
使
は
巡
り
て
誠
子
数
を
按
じ
、
功
過
を
以
て
相
い
除
し
、
之
が
考
課
を
話
す
。
附
判
副
司
耳
州
何
割
到
咽

U
例
制
剰
刻
刻
州
制
。

と
あ
る
。
胡
三
省
は
一
八
高
を
超
え
る
軍
馬
の
喪
失
を
、
夏
州
一
州
に
お
け
る
損
害
と
見
な
し
て
い
る
。
胡
三
省
と
同
じ
く
、
こ
の
喪
失
数
を

夏
州
一
州
の
も
の
と
見
な
す
立
場
を
と
る
の
が
、
寧
志
新
・
包
小
紅
両
氏
で
あ
る
。
寧
氏
は
、
夏
州
群
牧
使
を
、
夏
州
が
設
置
し
た
(
臨
右
群

牧
使
と
は
別
系
統
の
)
群
牧
使
と
見
な
し
、
安
元
書
奏
上
に
見
え
る
喪
失
馬
の
数
の
大
き
さ
か
ら
、
首
時
、
夏
州
が
臨
右
に
次
ぐ
第
二
の
軍
馬
飼

養
地
帯
で
あ
っ
た
と
す
る
。
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一
方
で
、
包
氏
は
、
夏
州
に
濁
立
し
た
群
牧
が
存
在
し
た
と
は
見
な
い
。
氏
は
唐
の
監
牧
制
の
展
開
を
①
原
州
設
置
首
初
〈
貞
観
一
五
年
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(
六
四
二
以
前
〉
、
②
臨
右
群
牧
使
統
轄
期
〈
貞
観
一
五
年
l
麟
徳
一
川
年
(
六
六
回
)
〉
、
③
オ
ル
ド
ス
へ
の
監
牧
掻
大
期
〈
麟
徳
年
間
以
後
(
六
六
四

ー
)
〉
、
④
八
馬
坊
増
設
期
〈
開
元
年
間
初
め
l

(
七一一一一
i
)
〉
の
四
段
階
に
分
け
、
こ
の
軍
馬
喪
失
を
③
の
時
期
の
出
来
事
と
と
ら
え
る
。
す
な

わ
ち
、
先
引
の
「
監
牧
頃
」
に
、

臨
西
・
金
城
・
平
涼
・
一
大
水
四
郡
の
地
に
跨
り
、
幅
員
千
里
、
猫
陸
狭
と
矯
す
が
ご
と
し
。
更
め
て
八
監
を
析
き
、
河
曲
に
布
く
。
豊
蹟

の
地
、
乃
ち
能
く
之
を
容
る
。

と
あ
り
、
ま
た

『
新
唐
書
」
巻
五

O
兵
志
に
、

其
の
後
盆
し
て
八
監
を
盟
州
に
、
三
監
を
嵐
州
に
置
く
。
瞳
州
使
は
八
、
白
馬
等
の
坊
を
統
ぶ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
麟
梧
年
間
以
後
、
盟
州
・
嵐
州
に
も
監
牧
と
監
牧
使
が
置
か
れ
、
監
牧
制
は
オ
ル
ド
ス
の
東
西
へ
擦
大
さ
れ
て
い
く
。
包
氏

は
、
盟
州
使

(
H
堕
州
監
牧
使
)
管
轄
下
の
八
監
が
増
設
さ
れ
た
時
、

い
く
つ
か
の
監
牧
は
夏
州
に
設
置
さ
れ
た
と
し
、
そ
れ
が
突
厩
や
吐
蕃

の
侵
掠
を
受
け
た
結
果
、
永
隆
二
年
(
六
八
一
)
の
損
害
に
至
っ
た
と
見
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
稗
に
よ
れ
ば
、
夏
州
に
置
か
れ
た
監
牧
は
き

10 

わ
め
て
小
規
模
の
も
の
と
判
断
さ
れ
、
永
隆
二
年
報
告
の
損
害
数
の
大
き
さ
に
矛
盾
が
生
じ
る
。
ま
た
、
夏
州
群
牧
使
が
結
局
い
か
な
る
使
職

で
あ
る
の
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

右
の
見
解
に
封
し
、
こ
の
喪
失
数
を
夏
州
に
限
ら
ず
、
唐
の
監
牧
全
瞳
の
損
害
と
見
る
の
が
横
山
貞
裕
・
王
世
卒
の
雨
氏
で
あ
る
。
横
山
氏

は
、
『
珊
府
元
亀
』
巻
六
二
一
一
卿
監
部
・
監
牧
で
は
、
「
、
水
隆
二
年
七
月
、
夏
州
群
牧
使
安
元
書
等
奏
す
ら
く
、
:
:
:
」
と
あ
り
、
奏
上
者
を

「
夏
州
群
牧
使
安
元
害
等
」
に
作
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
氏
は
こ
れ
を
「
他
の
群
牧
使
の
分
を
ま
と
め
た
報
告
の
表
現
」
と
見
な
し
、
喪
失
馬

(
日
)

の
頭
敷
を
「
濁
り
夏
州
の
み
で
な
く
他
の
群
牧
使
等
の
線
計
」
と
推
察
す
る
。
た
だ
し
、
寧
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
安
元
書
奏
上
の
首
時
、
群
牧

(
凶
)

使
と
稽
さ
れ
る
使
職
は
臨
右
群
牧
使
と
夏
州
群
牧
使
以
外
に
は
検
出
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
具
瞳
的
な
数
値
の
比
較
か
ら
検
討
し
た
の
が
王
世
平
氏
で
あ
る
。
王
氏
は
「
監
牧
頃
」
に
琴
、
げ
ら
れ
る
唐
朝
の
軍
馬
の
保
有
総
数
に

注
目
す
る
。
唐
代
馬
政
の
最
盛
期
と
調
わ
れ
る
麟
徳
年
間
で
は
「
七
十
寓
六
千
匹
」
、
ま
た
聞
元
元
年
の
時
貼
で
は
「
二
十
四
寓
匹
」
と
頭
数



が
明
記
さ
れ
る
。
安
元
書
奏
上
の
永
隆
二
年
は
そ
の
中
聞
に
属
す
る
が
、
雨
時
期
の
軍
馬
の
総
数
と
比
較
す
る
と
、
安
元
書
が
奏
上
し
た
喪
失

数
の
約
一
八
寓
と
い
う
数
は
、
唐
全
瞳
の
軍
馬
保
有
数
の
二
六
%
か
ら
最
大
七
五
%
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
安
元
室
町
報
告
の
頭
数

は
あ
く
ま
で
も
「
喪
失
数
」
で
、
賓
際
の
保
有
数
は
も
っ
と
多
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
夏
州
群
牧
の
軍
馬
が
唐
全
瞳
の
軍
馬
数
に
占
め
る
比
率

(
児
)

は
さ
ら
に
高
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
夏
州
一
州
の
損
失
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
述
べ
る
。
確
か
に
、
先
引
の

『
唐
六
典
」
や

天
聖
令
建
本
中
の
唐
令
に
見
え
る
監
牧
設
置
規
定
に
従
う
な
ら
ば
、
お
よ
そ
一
八
高
五
千
頭
も
の
軍
馬
は
、
単
純
に
計
算
し
て
も
上
監
三
七
箇

所
分
に
相
官
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
軍
馬
が
全
て
夏
州
に
集
中
し
た
と
見
る
の
は
、

や
は
り
不
自
然
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

い
か
な
る
原
因
に
因
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐
長
播
氏
に
よ
れ
ば
、
そ

(
刊
)

れ
は
調
露
元
年
(
六
七
九
)
に
始
ま
る
突
一
敗
の
復
興
運
動
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

そ
も
そ
も
、
こ
の
奏
上
に
報
告
さ
れ
る
大
量
の
軍
馬
損
失
は
、

『
奮
唐
書
』
巻
一
九
四
上
突
厭
惇
上
に
記
載
が

あ
る
。

二
十
四
州
並
な
叛
し
て
之
に
庭
ず
。
高
宗
、
鴻
臆
卿
請
嗣
業
、
右
千
午
将
軍
李
景
嘉
を
遣
わ
し
衆
を
率
い
て
之
を
討
た
し
む
も
、
反
っ
て

11 

調
露
元
年
、
草
子
管
内
の
突
厭
の
首
領
阿
史
穂
温
停
・
奉
職
の
二
部
落
始
め
て
相
い
率
い
て
反
叛
し
、
泥
熟
旬
を
立
て
て
可
汗
と
矯
し
、

温
停
の
敗
る
所
と
矯
り
、
兵
士
の
死
せ
る
者
寓
絵
人
。
又
瞳
部
向
主
目
斐
行
倹
に
詔
し
て
定
裏
遁
行
軍
大
線
管
と
矯
し
、
太
僕
少
卿
李
思
丈
、

告
州
都
督
周
遁
務
等
を
率
い
て
衆
三
十
飴
高
を
統
べ
、
討
ち
て
温
停
を
撃
た
し
む
。
大
い
に
之
を
破
り
、
泥
熟
旬
其
の
下
の
殺
す
所
と
矯

り
、
井
せ
て
奉
職
を
檎
と
し
て
還
る
。
永
隆
元
年
、
突
厭
又
額
利
の
従
兄
の
子
阿
史
那
伏
念
を
夏
州
に
迎
え
、
将
に
河
を
渡
り
立
て
て
可

汗
と
矯
さ
ん
と
し
、
諸
部
落
復
た
響
廃
し
て
之
に
従
う
。
又
斐
行
倹
に
一
訊
問
し
て
将
軍
曹
纏
叔
、
程
務
挺
、
李
崇
直
、
李
文
陳
等
を
率
い
て

之
を
討
た
し
む
。
伏
念
書
急
し
、
行
倹
に
詣
り
て
降
る
。
行
倹
遂
に
伏
念
を
虜
と
し
て
京
師
に
詣
り
、
東
市
に
斬
る
。

ま
ず
、
調
露
元
年
、
定
裏
都
督
府
管
内
の
阿
史
徳
温
停
と
阿
史
徳
奉
職
が
、
奮
束
突
一
敗
の
王
族
阿
史
那
泥
熟
旬
を
擁
立
し
て
唐
に
反
旗
を
翻
し

た
。
こ
れ
に
突
一
欧
の
降
戸
か
ら
成
る
二
四
州
が
呼
躍
し
た
た
め
、
唐
側
は
、
「
唐
の
世
の
出
師
の
盛
ん
な
る
こ
と
、
未
だ
之
有
ら
ざ
る
な
り
」
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(
『
奮
唐
室
田
』
巻
八
四
装
行
倹
惇
)
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
兵
力
を
投
入
し
、
よ
う
や
く
こ
れ
を
鎮
医
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
生
き
延
び
た
阿
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史
徳
温
停
が
、
永
隆
元
年
(
六
八
O
)
に
再
び
阿
史
那
氏
の
一
人
を
立
て
突
一
敗
の
復
興
に
挑
ん
だ
。
こ
れ
も
結
局
は
斐
行
倹
に
鎮
医
さ
れ
て
終

わ
る
が
、
夏
州
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
蜂
起
は

『
奮
唐
童
目
」
巻
五
高
宗
紀
下
に
、

(
永
隆
)
二
年
春
正
月
、
突
厭
、
原
・
慶
等
の
州
を
冠
す
。
乙
亥
、
将
軍
李
知
十
・
王
呆
等
に
命
じ
兵
を
分
か
ち
て
之
を
禦
が
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
臨
右
群
牧
が
置
か
れ
て
い
る
原
州
一
帯
に
ま
で
波
及
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
突
一
敗
蜂
起
を
安
元
書
奏
上
に
見
る
軍

馬
損
失
の
背
景
と
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
報
告
さ
れ
る
損
害
数
は
、

や
は
り
夏
州
一
州
に
止
ま
ら
ず
、
臨
右
群
牧
を
含
む
監
牧
全
樫
の
損
害
と

見
る
の
が
安
首
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
と
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
二
度
の
突
厩
蜂
起
に
よ
る
監
牧
全
瞳
の
損
害
を
、
夏
州
群
牧
使
た
る
安
元
書
が
代
表
し
て

報
告
し
た
と
い
う
貼
で
あ
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
貞
観
年
聞
に
監
牧
制
を
施
行
し
て
以
来
、
そ
の
中
心
は
「
臨
右
」
(
(
貫
際
に
は
臨
右
道
東

部
か
ら
関
内
這
西
部
)
に
在
っ
た
。
そ
れ
に
も
閥
わ
ら
ず
、
臨
右
群
牧
の
統
轄
者
で
あ
る
臨
右
群
牧
使
で
は
な
く
、
夏
州
群
牧
使
安
元
書
が
報
告

を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
そ
う
す
る
だ
け
の
権
限
を
持
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
仮
に
、
横
山
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
報

告
者
を
「
夏
州
群
牧
使
安
元
害
等
」
と
す
る

『
加
府
元
亀
』
巻
六
二
一
の
記
載
が
、

よ
り
原
史
料
に
沿
っ
た
記
述
で
あ
る
と
し
て
も
、
安
元
書

12 

が
報
告
者
の
代
表
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
饗
わ
り
は
な
い
。

右
の
貼
に
注
目
し
た
王
世
平
氏
は
、
夏
州
群
牧
使
の
貰
態
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
推
論
す
る
。
第
一
に
、
夏
州
群
牧
使
と
臨
右
群
牧
使
に
は

地
位
上
に
差
が
無
く
、
夏
州
群
牧
(
夏
州
群
牧
使
統
轄
下
の
諸
監
牧
)
は
臨
右
群
牧
と
並
ぶ
一
つ
の
濁
立
し
た
系
統
の
群
牧
で
あ
る
こ
と
、
第
二

に
、
夏
州
群
牧
使
の
統
轄
範
園
は
夏
州
一
州
に
止
ま
ら
ず
「
北
河
之
曲
」
(
オ
ル
ド
ス
)
に
及
び
、
盟
州
・
嵐
州
の
二
監
牧
使
も
統
轄
下
に
置
い

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
第
三
に
、
夏
州
群
牧
の
設
置
期
間
は
、
麟
徳
以
後
の
監
牧
掻
大
期
か
ら
突
一
倣
蜂
起
に
よ
る
損
害
を
被
る
ま

で
の
短
期
間
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
故
に
安
元
書
一
人
の
任
命
例
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、
以
上
の
一
一
一
貼
で
あ
る
。
そ
し
て
、
王
氏
は
特

(
初
)

に
第
三
の
貼
を
重
頑
し
、
「
唐
代
馬
政
に
お
け
る
夏
州
群
牧
の
影
響
は
大
き
く
な
い
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。

右
の
王
氏
の
三
貼
の
推
論
は
、
ま
さ
に
卓
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
短
期
間
に
せ
よ
、

オ
ル
ド
ス
に
臨
右
群
牧
に
も
匹
敵
す
る
監



牧
盟
制
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
統
轄
者
が
監
牧
制
全
瞳
を
代
表
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
酷
を
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
統
轄
者
に

任
じ
ら
れ
た
の
が
、
昔
時
最
大
の
中
圏
在
住
ソ
グ
ド
人
一
族
の
出
身
者
で
あ
っ
た
と
な
れ
ば
、
改
め
て
そ
の
背
景
と
意
義
を
検
討
す
る
必
要
が

生
じ
よ
う
。

で
は
、
安
元
書
が
夏
州
群
牧
使
に
任
じ
ら
れ
た
背
景
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
首
時
の
夏
州
が
置
か
れ
て
い
た
賦
況
が
翠
げ
ら
れ
る
。
安
元
書
奏
上
の
原
因
と
な
る
突
厭
復
興
運
動
が
始
ま
っ
た
調
露
元
年
は
、
オ

ル
ド
ス
に
六
胡
州
が
設
置
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
『
新
唐
書
」
巻
三
七
地
理
志
一
闘
内
道
に
、

調
露
元
年
、
霊
・
夏
の
南
境
に
降
突
肢
を
以
て
魯
州
、
麗
州
、
含
州
、
塞
州
、
依
州
、
契
州
を
置
き
、
唐
人
を
以
て
刺
史
と
話
す
。
之
を

六
胡
州
と
謂
う
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
唐
は
、
霊
州
・
夏
州
の
南
境
に
い
た
「
降
突
厭
」
、
す
な
わ
ち
突
一
欧
の
降
戸
集
園
を
も
っ
て
六
胡
州
を
置
き
、
唐
人
を

以
て
刺
史
と
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
六
胡
州
に
封
す
る
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
か
ら
、
「
降
突
厭
」
が
貰
は
ソ
グ
ド
人
集
圏
に
他
な
ら
な
い

(
引
)

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ソ
グ
ド
人
は
、
か
つ
て
東
突
厭
の
内
部
に
入
植
し
、
貞
観
四
年
(
六
一
一
一
O
)
の
韻
利
可
汗
敗
北
と

と
も
に
唐
に
移
住
し
て
き
た
者
達
の
子
孫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
突
厭
人
と
混
血
し
、
あ
る
い
は
遊
牧
丈
化
を
受
容
し
て

(
幻
)

突
厭
化
し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
年
、
特
に
「
ソ
グ
ド
系
突
一
敗
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
前
掲
『
唐
舎
要
』
の
安
元
書
自
身
の
奏
上
内
容

か
ら
、
安
元
書
が
夏
州
群
牧
使
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
六
胡
州
が
置
か
れ
た
調
露
元
年
以
前
、
「
ソ
グ
ド
系
突
厩
」
の
集
圏
が
ま
だ
オ
ル
ド
ス
南

部
に
散
居
し
て
い
た
頃
と
推
測
さ
れ
る
。
夏
州
を
中
心
と
す
る
オ
ル
ド
ス
へ
監
牧
を
掻
大
す
る
こ
と
は
、
首
然
、
こ
れ
ら
の
「
ソ
グ
ド
系
突

厭
」
の
集
固
と
の
接
鰯
あ
る
い
は
衝
突
の
可
能
性
を
字
む
。
そ
う
し
た
賦
況
下
で
、

ソ
グ
ド
人
勢
力
家
の
一
員
で
あ
る
安
元
書
が
登
用
さ
れ
る

」
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

武
威
安
氏
は
ソ
グ
ド
系
突
厭
に
は
属
さ
な
い
も
の
の
、
突
一
駄
を
始
め
と
す
る
遊
牧
勢
力
の
事
情
に
も
精
通
し
た
一
族
で
あ
り
、
唐
と
北
方
勢
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力
と
の
交
渉
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
る
。
武
徳
八
年
(
六
二
五
)
、
唐
が
突
厭
と
の
決
戦
に
備
え
て
闘
中
十
二
軍
を
設
置
す
る

13 
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(
お
)

と
、
安
元
書
の
叔
父
・
安
修
仁
は
一
軍
を
捨
う
軍
将
に
任
じ
ら
れ
た
。
唐
に
敗
北
し
た
額
利
可
汗
が
内
附
を
求
め
た
時
、
鴻
臆
卿
唐
倹
と
と
も

に
そ
の
下
へ
祇
遣
さ
れ
た
の
も
彼
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
貞
観
二

O
年
(
六
四
六
)
、
唐
が
醇
延
陀
を
打
倒
す
る
と
、
回
乾
を
始
め
と
す
る
銭
勤
諸

(
但
)

部
が
一
斉
に
唐
へ
入
朝
し
た
。
こ
の
時
、
銭
軌
諸
部
へ
の
答
躍
使
に
遣
わ
さ
れ
た
の
が
安
修
仁
の
子
の
安
、
水
害
で
あ
っ
た
。
安
元
書
に
闘
し
て

も
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
武
徳
九
年
の
突
一
敗
襲
来
の
折
、
担
利
の
使
者
と
舎
見
す
る
太
宗
に
一
人
陪
従
し
て
お
り
、
雨
者
の
聞
に
立
ち
通
語
を

務
め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
安
元
書
墓
誌
」
に
は
、

後
に
恩
赦
を
奉
じ
、
公
を
し
て
充
て
て
西
域
に
使
い
し
、
東
羅
可
汗
を
冊
拝
せ
し
む
。

と
あ
る
。
「
東
羅
」
は
「
同
羅
」

の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。
時
期
は
貞
観
一
四
年
(
六
四
O
)
以
後
、
永
徽
元
年
(
六
五
O
)
以
前
と
し
か
わ
か
ら

な
い
が
、
安
元
書
も
銭
軌
諸
部
の
一
つ
に
使
者
と
し
て
汲
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
武
威
安
氏
は
、
唐
と
北
方
勢
力
と
の

(
お
)

交
渉
に
お
い
て
常
に
重
要
な
任
務
を
捨
っ
た
一
族
で
あ
っ
た
。
オ
ル
ド
ス
へ
の
監
牧
掻
大
を
企
固
し
た
唐
に
と
っ
て
、
ソ
グ
ド
・
遊
牧
勢
力
讐

さ
ら
に
、
武
威
安
氏
の
夏
州
群
牧
使
就
任
の
直
接
的
な
背
景
と
し
て
、
右
の
要
因
以
上
に
検
討
を
要
す
る
も
の
と
し
て
、
武
威
安
氏
の
「
家

14 

方
に
通
じ
る
武
威
安
氏
は
、
そ
の
統
括
者
と
し
て
う
っ
て
つ
け
の
人
材
と
映
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

業
」
の
問
題
を
指
摘
し
た
い
。
「
安
元
書
墓
誌
」
に
は
、

お
も

(
貞
観
)
三
年
に
至
り
、
涼
公
(
安
興
貴
)
以
え
ら
く
、
河
右
は
初
賓
に
し
て
、
家
業
は
段
重
た
り
、
と
。
表
し
て
公
(
安
元
書
)
の
貫
に

時
り
検
校
せ
ん
こ
と
を
請
う
や
、
詔
有
り
て
聴
許
す
。
公
、
郷
曲
に
優
避
す
る
こ
と
十
有
飴
年
。

と
い
う
記
遮
が
見
え
る
。
安
元
書
は
玄
武
門
の
嬰
に
加
嬉
し
、
「
太
宗
即
位
」
の
功
臣
と
な
っ
た
に
も
闘
わ
ら
ず
、
貞
観
三
年
(
六
二
九
)
に
官

職
を
榔
っ
て
武
威
へ
時
郷
し
た
。
そ
れ
は
父
・
安
興
貴
の
意
向
を
受
け
て
「
家
業
」
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
り
、
以
後
十
数
年
も
の
問
、
郷
里

(
お
)

に
留
ま
っ
た
。
こ
の
「
家
業
」
こ
そ
が
、
武
威
安
氏
隆
盛
の
原
動
力
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
従
来
そ
れ
は
商
業
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
筆
者

(
訂
)

白
身
も
、
武
威
安
氏
が
代
々
薩
賓
を
継
承
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
先
稿
で
は
こ
れ
を
東
西
交
易
と
見
な
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
安
興
貴
の
四
代
後
の
子
孫
で
あ
る
李
抱
玉
の
列
停
『
奮
唐
書
』
巻
二
二
二
李
抱
玉
停
の
目
頭
に
、
突
然
、
武
威
安
氏
が
代
々
馬



の
生
産
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
惇
え
る
記
述
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

李
抱
玉
、
武
徳
の
功
臣
安
興
貴
の
育
な
り
。
代
々
河
西
に
居
り
、
善
く
名
馬
を
養
い
、
時
の
稽
す
る
所
と
震
る
。

さ
ら
に
、
「
新
唐
書
』
巻
一
三
八
李
抱
玉
停
に
も
同
様
に
、

李
抱
玉
、
本
は
安
興
貴
の
曾
孫
、
世
々
河
西
に
居
り
、
善
く
馬
を
養
う
。

と
あ
る
。
雨
書
と
も
武
威
安
氏
が
商
業
に
携
わ
っ
て
き
た
と
は
惇
え
て
い
な
い
。
こ
の
李
抱
玉
停
の
記
載
に
注
目
し
た
森
安
孝
夫
氏
は
、
武
威

(
お
)

安
氏
の
「
家
業
」
に
は
東
西
交
易
だ
け
で
は
な
く
、
馬
の
飼
育
と
責
買
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
安
元
書
が
夏
州
群
牧
使
に
任
じ
ら
れ
た
直
接
の
背
景
が
、
そ
の
「
家
業
」
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
武
威
安
氏
が
河
西
で
馬

産
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
事
は
、
右
の
李
抱
玉
停
を
除
く
と
、
「
雨
唐
書
』
を
含
め
史
書
上
に
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
と
す
る
と
、
複
数

の
史
料
か
ら
武
威
安
氏
が
河
西
で
馬
産
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
裏
付
け
た
上
で
、
そ
れ
は
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
と
、

15 

そ
の
馬
産
が
「
家
業
」
と
し
て
の
私
的
な
馬
産
で
あ
っ
た
の
か
、
出
早
に
監
牧
等
の
牧
馬
官
に
就
い
た
こ
と
を
指
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
く
手
が
か
り
を
奥
え
て
く
れ
る
の
が
、
次
に
取
り
上
げ
る
「
河
西
節
度
副
大
使
安
公
碑

銘
」
、
す
な
わ
ち
表
一
⑤
安
忠
敬
の
事
例
に
閲
す
る
史
料
で
あ
る
。

「
安
忠
敬
墓
碑
」
に
見
る
武
威
安
氏
の
牧
馬

本
節
で
取
り
上
げ
る
「
河
西
節
度
副
大
使
安
公
碑
銘
」
(
以
下
「
安
忠
敬
碑
」
と
略
栴
)
は
、
安
興
貴
の
曾
孫
に
あ
た
る
安
忠
敬
の
墓
碑
銘
で

あ
り
、
撰
者
は
玄
宗
朝
前
竿
の
名
宰
相
と
し
て
名
高
い
張
説
で
あ
る
。
墓
碑
序
文
に
擦
れ
ば
、
安
忠
敬
は
開
元
一
四
年
(
七
一
一
六
)
に
六
六
歳

で
浸
し
、
翌
年
一
族
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
と
あ
る
の
で
、
本
墓
碑
銘
が
撰
述
さ
れ
た
の
も
開
元
一
五
年
と
見
ら
れ
る
。
本
墓
碑
銘
は
四
部
叢

刊
所
牧
『
張
説
之
集
」
巻
一
六
、
四
庫
全
書
所
牧
『
張
燕
公
集
』
巻
一
九
、
『
丈
苑
英
華
』
巻
九
一
七
、
『
全
唐
丈
」
巻
二
三

O
等
に
牧
め
ら
れ
、
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表
題
や
本
丈
の
字
句
に
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
四
部
叢
刊
所
牧
「
張
説
之
集
」
に
擦
り
、
異
同
に
つ
い
て
は
註
に
て
指
摘
す
る
。
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さ
て
、
序
文
の
冒
頭
に
安
忠
敬
に
至
る
ま
で
の
武
威
安
氏
の
系
譜
が
一
不
さ
れ
る
と
と
も
に
、
撰
者
張
説
が
武
威
安
氏
を
い
か
な
る
一
族
と
見

て
い
た
か
が
提
示
さ
れ
る
。
ま
ず
系
譜
に
つ
い
て
掲
げ
よ
う
。

公
、
詳
は
忠
敬
、
字
は
某
、
武
威
の
人
な
り
。
:
:
:
高
祖
何
戒
器
、
唐
宗
の
子
な
り
。
周
の
開
府
儀
同
三
司
・
寧
遠
将
軍
・
甫
州
刺
史
・

張
披
郡
公
た
り
。
曾
租
羅
方
大
、
陪
の
開
府
儀
同
三
司
・
皇
朝
の
贈
石
州
刺
史
、
貴
郷
公
た
り
。
組
興
貴
、
右
武
候
大
将
軍
・
涼
州
刺
史
、

封
を
柴
涼
蹄
三
園
公
に
徒
さ
る
。
考
文
生
、
仕
え
ず
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
安
忠
敬
は
安
興
貴
の
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
『
新
唐
童
日
」
巻
七
五
下
宰
相
世
系
表
五
下
武
威
李
氏
に
は
、
次
の
系
譜
が
見

え
る
。
興
貴
、
左
武
候
大
将
軍
、
蹄
固
宜
公
|
|
恒
安
|
|
文
成
|
|
忠
敬
、
松
都
合
三
州
都
督

文
成
は
墓
碑
中
の
丈
生
と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
文
生
の
父
は
興
貴
で
は
な
く
恒
安
で
あ
り
、
安
忠
敬
は
安
興
貴
の
曾
孫
と
す
る
の
が

正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
呉
玉
貴
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
問
題
と
な
る
の
は
系
譜
に
績
く
次
の
部
分
で
あ
る
。

は
じ

涼
公
、
皇
運
経
給
す
る
や
、
首
め
李
軌
を
平
ら
げ
、
大
い
に
河
注
の
地
を
奉
げ
、
遠
く
城
郭
の
固
に
通
ず
。
寵
錫
は
蕃
庶
に
し
て
、
等
夷

に
冠
絶
す
。
創
出
酎
印
刷
耐
創
出
問

U刈

の
』
戒
に
欝
る
。

16 

。
公
、
柴
盛
の
門
に
育
ち
、
豪
爽

目
頭
の
「
涼
公
」
と
は
安
興
貴
を
指
す
。
「
公
、
楽
盛
の
門
に
育
ち
」
以
下
は
安
忠
敬
の
事
績
が
楼
述
さ
れ
て
い
く
の
で
、
「
涼
公
」
か
ら
「
朱

輪
は
四
十
人
」
ま
で
は
、
武
威
安
氏
が
唐
に
蹄
属
し
て
以
後
の
事
績
を
略
述
し
た
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
傍
線
部
で
あ

(
却
)

る
(
原
文
「
水
山
川
渥
法
之
神
、
文
馬
者
二
千
来
、
山
得
陛
嗣
之
武
、
朱
輪
者
四
十
人
」
)

0

前
半
部
分
の
「
渥
注
」
と
は
、
李
正
字
氏
に
擦
れ
ば
敦
慢
の

(
訂
)

西
南
に
位
置
し
た
湖
の
名
稀
で
あ
り
、
ま
た
、
「
丈
馬
」
と
は
、
飾
り
立
て
た
馬
あ
る
い
は
毛
に
丈
禾
の
有
る
馬
を
言
、
っ
。
こ
の
一
節
は
前
漢

武
帝
の
時
に
渥
注
で
「
紳
馬
」
が
護
見
さ
れ
た
と
い
う
『
史
記
」
巻
二
四
楽
書
の
故
事
に
因
ん
で
い
る
。

た

ま

く

た

う

る

お

又
嘗
て
神
馬
を
渥
注
水
中
に
得
た
り
。
復
た
次
い
で
以
て
太
一
の
歌
を
震
る
。
歌
曲
に
日
く
、
「
太
一
は
貢
い
て
天
馬
下
る
。
赤
汗
に
需



あ

わ

な

が

し

ゃ

二

ひ

っ

い
沫
流
れ
て
桔
た
り
。
馳
す
る
こ
と
容
輿
と
し
て
高
里
を
雌
ゆ
。
今
安
く
ん
ぞ
匹
せ
ん
龍
を
友
と
矯
す
」
と
。
後
に
大
宛
を
伐
ち
て
千
里

馬
を
得
た
り
。

渥
注
よ
り
神
馬
の
如
き
駿
馬
を
得
た
武
帝
が
、
「
太
こ
の
歌
を
作
り
そ
れ
を
祝
っ
た
と
い
う
。
『
史
記
」

で
は
年
代
が
記
さ
れ
な
い
が
、
「
漢

書
』
で
は
、
巻
六
武
帝
紀
に
元
鼎
四
年
(
前
一

二
二
)
、
巻
二
二
穫
祭
志
に
元
狩
三
年
(
前
二
一
O
)
と
あ
る
。
こ
の
故
事
を
ふ
ま
え
る
と
、
前

宇
部
分
の
丈
意
は
「
(
紳
馬
を
出
し
た
)
渥
注
よ
り
霊
力
が
授
け
ら
れ
、
(
崖
み
附
し
た
)
飾
り
馬
は
二
千
乗
に
も
お
よ
ぶ
」
と
な
ろ
う
。

つ
宇
品
、
灯
、

武
威
安
氏
が
河
西
で
馬
産
の
業
績
を
奉
げ
た
こ
と
を
讃
え
た
一
節
と
な
る
。

一
方
、
後
宇
部
分
の
「
腔
胴
」
と
は
腔
嗣
(
空
同
)
山
を
指
し
、
『
荘
子
』
在
宥
篇
で
黄
帝
が
康
成
子
に
遁
を
問
、
っ
た
場
所
と
さ
れ
る
。

黄
帝
立
ち
天
子
と
矯
り
て
十
九
年
、
令
は
天
下
に
行
わ
る
。

康
成
子
の
空
同
の
上
に
在
る
を
聞
き
、
故
に
往
き
て
之
に
見
え
て
日
く
、

告
の
た

空
同
は
北
斗
の
下
山
に
首
た
る
な
り
。
爾
雅
に
云
え
ら
く
、
北
し
て
斗
極
に
戴
る
を
空
同
と
矯
す
、
と
。

17 

さ
ら
に
、
右
の
「
空
同
」
に
封
し
、
郭
象
が
次
の
よ
う
に
注
緯
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
「
爾
雅
』
を
見
る
と
巻
七
稗
地
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

き

あ

た

あ

た

斉
州
を
阻
り
南
し
て
日
に
戴
る
を
以
て
丹
穴
と
矯
し
、
北
し
て
斗
極
に
戴
る
を
空
桐
と
矯
し
、
東
し
て
日
の
出
づ
る
所
に
至
る
を
太
平
と

矯
し
、
西
し
て
日
の
入
る
所
に
至
る
を
大
蒙
と
潟
す
。
太
平
の
人
は
仁
た
り
、
丹
穴
の
人
は
智
た
り
、
大
蒙
の
人
は
信
た
り
、
空
桐
の
人

は
武
た
り
。

こ
の
僚
は
四
方
僻
遠
の
地
の
名
稿
と
各
地
の
人
の
性
質
に
つ
い
て
述
べ
る
。
陛
嗣
山
(
空
桐
)
は
北
方
の
地
で
北
斗
の
員
下
に
位
置
し
、
人
の

(
幻
)

性
質
は
「
武
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
後
半
部
分
の
「
畦
胴
の
武
を
得
て
」
の
典
擦
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
朱
輪
」
は
貴
人
が
乗
る
車
を
指
し
、

漢
代
に
は
二
千
石
の
吏
は
馬
車
の
雨
輸
を
朱
塗
り
に
し
、
千
石
か
ら
六
百
石
の
者
は
左
輸
を
朱
塗
り
し
た
こ
と
に
基
づ
く
。
し
た
が
っ
て
、
後

戸に戸υDυ 

宇
部
分
の
丈
意
は
、
「
畦
胴
山
よ
り
武
才
を
得
て
、
(
武
動
を
上
げ
て
)
朱
輪
に
乗
る
よ
う
な
高
官
に
達
し
た
者
は
四

O
人
に
も
至
る
」
と
な
り
、
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武
威
安
氏
の
武
勇
を
讃
え
る
一
節
と
な
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
張
説
が
、
唐
に
時
属
し
た
後
の
武
威
安
氏
を
、
馬
産
と
軍
事
の
功
績
に
よ
っ
て
栄
華
を
築
い
た
一
族
と
見
な
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
張
説
は
本
墓
碑
を
撰
述
す
る
二
年
前
の
開
元
二
二
年
に
「
監
牧
頃
」
を
撰
遮
し
て
お
り
、
唐
の
馬
政
に
通
暁
し
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
玄
宗
に
吐
蕃
封
策
の
音
山
見
を
上
奏
し
た
り
、
開
元
初
期
に
封
吐
蕃
の
最
前
線
で
活
躍
し
た
郭
知
運
の
墓
碑
銘
を

撰
述
す
る
な
ど
、
河
西
の
事
情
に
も
通
じ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
張
説
が
本
墓
碑
銘
で
下
し
た
武
威
安
氏
に
封
す
る
許
債
の
信

思
性
は
高
い
と
判
断
さ
れ
、
こ
れ
を
『
雨
唐
書
」
李
抱
玉
停
冒
頭
の
記
載
を
裏
付
け
る
史
料
と
見
な
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
そ
の
馬
産
と
は
、
私
的
な
生
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
監
牧
等
に
就
任
し
て
官
昔
牧
場
を
運
営
し
た
こ
と
を
指
す
の
か
、
果

た
し
て
ど
ち
ら
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
唐
の
監
牧
制
は
臨
右
這
東
部
か
ら
闘
内
遁
西
部
の
一
帯
に
ま
ず
臨
右
群
牧
が

設
置
さ
れ
、
そ
れ
が
麟
徳
年
間
以
降
に
オ
ル
ド
ス
へ
と
掻
大
が
園
ら
れ
た
結
果
、
夏
州
群
牧
が
増
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
武
威
安

18 

氏
が
擦
黙
と
す
る
河
西
一
帯
は
、
本
来
、
唐
の
監
牧
制
の
空
白
地
帯
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
闘
わ
ら
ず
、
『
雨
唐
書
」
李
抱
玉
停
が

「
代
々
河
西
で
名
馬
を
養
っ
た
」
と
述
べ
、
「
安
忠
敬
碑
」
が
唐
時
層
以
後
の
事
績
と
し
て
河
西
で
の
牧
馬
を
筆
頭
に
奉
げ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
武
威
安
氏
が
監
牧
制
の
枠
外
で
、

つ
ま
り
、
私
的
に
牧
馬
を
昔
ん
で
き
た
こ
と
の
誼
左
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
安
元
書
が
夏
州
群

牧
使
|
|
首
時
の
監
牧
制
に
と
っ
て
要
と
な
る
任
務
|
|
に
任
用
さ
れ
た
の
が
、
武
威
安
氏
が
持
つ
牧
馬
の
技
能
を
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
す
る
と
、
遅
く
と
も
そ
の
前
代
の
安
興
貴
・
修
仁
兄
弟
の
代
に
は
管
ま
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
安
興
貴
が
太
宗

の
功
臣
と
な
っ
た
息
子
を
、
蹄
郷
さ
せ
て
も
維
持
し
よ
う
と
し
た
「
家
業
」
と
は
、
牧
馬
で
あ
っ
た
と
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

績
け
て
、
安
忠
敬
の
牧
馬
官
就
任
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
安
忠
敬
が
唐
の
官
途
に
就
い
た
の
は
遅
く
、
四

O
歳
の
時
の
こ
と

で
あ
り
、
吐
蕃
征
討
に
祇
遣
さ
れ
た
遠
征
軍
の
将
帥
に
よ
る
登
用
で
あ
っ
た
。
「
安
忠
敬
碑
」
に
は
、

始
め
良
家
子
を
以
て
、
僕
射
章
公
待
債
、
張
下
に
引
く
。
安
息
軍
に
奇
績
を
建
て
、
褐
を
解
き
て
排
撃
将
軍
・
臨
挑
府
右
呆
毅
を
授
け
ら

る
。
復
た
部
統
に
善
し
き
を
以
て
、
御
史
大
夫
唐
公
休
環
、
之
を
前
鋒
に
慮
す
。
洪
源
谷
に
異
殺
を
立
て
、
右
威
衛
胡
府
右
郎
将
に
這
り
、



新
泉
軍
使
を
粂
ぬ
。

と
あ
る
。
章
待
慣
は
永
昌
元
年
(
六
八
九
)
に
安
息
遣
行
軍
大
総
管
に
任
じ
ら
れ
吐
蕃
遠
征
を
行
っ
た
人
物
で
あ
り
、
唐
休
環
は
章
待
慣
が
敗

北
し
た
後
、
西
州
都
督
と
し
て
そ
の
残
存
部
隊
を
統
括
し
た
人
物
で
あ
る
。
「
洪
源
谷
に
異
殺
を
立
て
」
と
は
、
唐
休
環
が
久
覗
元
年
(
七
O

O
)
に
涼
州
に
侵
冠
し
た
吐
蕃
軍
を
撃
退
し
た
出
来
事
を
指
す
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
と
吐
蕃
と
の
攻
防
戦
の
中
で
登
用
さ
れ
た
安
忠
敬
は
、
そ

の
後
も
吐
蕃
と
の
境
界
地
帯
を
統
轄
す
る
職
に
任
じ
ら
れ
、
舎
州
刺
史
、
松
州
都
督
防
御
使
、
部
州
都
督
、
河
西
節
度
副
大
使
等
を
歴
任
し
た
。

そ
の
官
一
燃
の
中
で
、
赤
水
・
新
泉
雨
軍
監
牧
使
と
い
う
牧
馬
官
を
品
兼
任
し
て
い
る
。
先
引
の
「
安
忠
敬
碑
」
に
績
け
て
、
次
の
一
丈
が
あ
る
。

(
お
)

本
街
中
郎
将
・
赤
水
軍
副
使
に
進
み
、
赤
水
・
新
泉
雨
軍
監
牧
使
を
乗
ぬ
。

年
代
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
寧
志
新
氏
が
「
元
和
郡
勝
国
志
』
巻
四
閲
内
遁
四
命
日
州
合
衛
牒
の
僚
に
、

黄
河
堰
。
聞
一
冗
七
年
、
河
流
漸
く
州
城
に
逼
る
。
刺
史
安
忠
敬
、
園
練
兵
を
率
い
起
こ
し
て
作
る
。
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と
あ
り
、
聞
元
七
年
(
七
一
九
)
に
は
安
忠
敬
が
次
の
官
職
で
あ
る
曾
州
刺
史
に
遷
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

期
間
は
吐
蕃
の
涼
州
侵
攻
が
起
き
た
久
組
元
年
以
降
、
開
元
七
年
以
前
と
な
る
。

(
制
)

赤
水
・
新
泉
の
雨
軍
に
つ
い
て
は
、
「
元
和
郡
牒
園
志
』
巻
四

O
臨
右
遁
下
涼
州
に
記
述
が
あ
る
。

武
徳
二
年
、
李
軌
を
討
干
し
て
涼
州
と
矯
し
、
西
河
節
度
使
を
置
く
〔
兵
七
高
三
千
人
、
馬
寓
八
千
八
百
匹
を
都
管
す
〕
。
売
胡
に
備
え
、
赤

水
軍
〔
涼
州
城
内
に
在
り
。
兵
三
高
三
千
、
馬
高
三
千
匹
を
管
ぶ
。
本
は
赤
烏
鎮
に
主
円
赤
泉
有
り
。
罵
れ
に
名
づ
く
。
軍
の
大
な
る
も
の
は
赤
水
に
如
か

ず
。
幅
員
五
千
一
百
八
十
里
、
前
は
吐
蕃
を
拒
み
、
北
は
突
阪
に
臨
む
者
な
り
〕
、
:
:
:
新
泉
郡
〔
曾
州
の
西
北
二
百
里
、
大
足
の
初
め
、
郭
元
振
置
く
。

兵
七
千
人
を
管
ぷ
。
西
の
か
た
理
所
を
去
る
こ
と
四
百
里
な
り
〕
:
:
:
を
統
ぶ
。

赤
水
軍
は
最
大
規
模
の
軍
鎮
で
あ
り
、
保
有
す
る
軍
馬
も
一
高
三
千
頭
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
河
西
節
度
使
全
瞳
の
軍
馬
数
の
約
七
割
を
占
め
る
。
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『
元
和
郡
牒
園
志
』
が
惇
え
る
軍
鎮
の
情
報
は
天
賓
期
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
河
西
節
度
使
管
内
に
お
い
て
赤
水
軍
が
最
重
要
の
軍
鎮
で
あ
っ

た
こ
と
は
天
賓
年
間
以
前
に
お
い
て
も
饗
わ
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
安
忠
敬
が
任
じ
ら
れ
た
赤
水
・
新
泉
雨
軍
監
牧
使
と
は
、
雨
軍
鎮
に
供
給
す
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る
軍
馬
の
生
産
を
割
り
嘗
て
ら
れ
た
諸
監
牧
を
統
轄
す
る
使
職
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
主
要
た
る
供
給
先
の
赤
水
軍
は
、
涼
州
城
内
す
な
わ

ち
姑
戚
豚
城
内
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
赤
水
軍
に
軍
馬
を
供
給
す
べ
き
監
牧
も
姑
戚
周
遣
に
位
置
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

安
忠
敬
が
牧
馬
官
に
就
任
し
た
の
は
こ
の
一
度
の
み
で
あ
る
が
、
「
安
忠
敬
碑
」
で
は
遺
境
防
備
・
屯
田
掻
張
と
並
ぶ
功
績
の
一
つ
の
柱
と

し
て
、
牧
馬
の
成
果
が
繰
り
返
し
讃
え
ら
れ
る
。
序
文
に
は
、

其
の
農
牧
に
在
り
で
は
、

田
を
大
に
し
稼
を
多
く
す
る
こ
と
、
茨
の
如
し
梁
の
如
し
、
思

片
ほ
伽
|

|

I

l

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

-

馬
斯
ち
才
あ
ら
ん
、
騎
有
り
皇
有
り
。

と
あ
る
。
傍
線
部
は

『
詩
一
経
』
魯
填
・
嗣
の
引
用
で
あ
り
、
魯
の
信
公
に
よ
る
馬
政
の
盛
ん
な
様
を
讃
え
た
一
節
で
あ
る
。
文
意
は
「
こ
の
馬

の
才
有
る
こ
と
限
り
な
く
、
黒
に
白
跨
の
模
様
の
名
馬
有
り
、
黄
白
の
名
馬
有
り
」
と
な
る
。
ま
た
、
銘
文
の
第
四
に
は
、

勇
将
時
を
知
り
、
仁
兵
善
く
持
す
。
耕
に
反
り
て
戟
を
去
る
は
、
王
者
の
師
。
牧
馬
雲
の
如
く
、
屯
庚
抵
の
如
し
。

と
あ
る
。
こ
の
件
は
、
河
西
一
帯
の
防
備
に
と
っ
て
安
忠
敬
が
翠
げ
た
牧
馬
の
功
績
が
い
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

てコ
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ま
り
、
安
忠
敬
の
監
牧
使
就
任
と
は
、
唐
が
河
西
の
防
備
を
強
化
す
る
た
め
の
新
た
な
監
牧
を
設
立
す
る
に
嘗
た
り
、
宮
地
で
馬
産
を
笹
白
ん
で

き
た
安
氏
に
そ
の
運
営
を
委
託
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
事
例
で
あ
ろ
う
。

四

田
原
史
氏
と
監
牧
制

(
お
)

最
後
に
、
も
う
一
つ
の
ソ
グ
ト
人
集
圏
で
あ
る
固
原
史
氏
に
よ
る
牧
監
の
就
任
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
固
原
史

氏
の
系
譜
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
史
射
勿
系
と
史
索
巌
系
が
存
在
す
る
(
図
二
「
国
原
史
氏
系
園
」
参
照
)
。
第
一
節
に
掲
げ
た
表
一

「
ソ
グ
ド
人

牧
馬
官
就
任
事
例
」
の
う
ち
、
①
史
詞
耽
と
②
史
銭
棒
が
史
射
勿
系
に
属
し
、
④
史
遁
徳
が
史
索
巌
系
に
属
す
る
。
二
つ
の
系
統
は
北
朝
末
か

ら
唐
初
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
軍
府
官
を
一
幣
任
し
た
。
特
に
史
索
巌
は
、
陪
末
に
平
涼
郡
都
尉
に
任
じ
ら
れ
、
周
遣
の
鷹
揚
府
を
統
轄
す
る

(
泌
)

と
共
に
郡
一
帯
の
治
安
維
持
を
任
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
田
原
史
氏
に
よ
る
牧
監
就
任
の
唱
矢
と
な
る
の
が
、
①
史
詞
耽
の
左
二
監
就
任
で
あ
る
。
「
史
詞
耽
夫
妻
墓
誌
」
(
以
ド
「
史
討
耽
墓



誌
」
と
略
稀
)
に
は
、

愛
に
肇
め
て
君
、
遂
に
険
阻
を
間
行
し
、
款
を
寝
極
に
献
ず
。
義
寧
元
年
、
上
騎
都
尉
に
拝
さ
れ
、
朝
請
大
夫
を
授
け
ら
れ
、
井
ぴ
に
名

馬
雑
綜
を
賜
る
。
特
に
救
し
て
北
門
に
進
馬
を
供
奉
せ
し
む
。
武
懐
九
年
、
公
の
六
閑
に
明
敏
な
る
を
以
て
、
別

引
判
例
。
奏
課
最
を
連
ね
、
筒
ば
れ
て
屡
々
聞
せ
ら
る
る
に
在
り
。

も
て
左
二
監
を
授
け

と
あ
る
。
義
寧
元
年
(
六
一
七
)
、
臨
西
の
醇
暴
政
権
に
封
抗
す
る
た
め
、
国
原
史
氏
は
史
詞
耽
を
祇
遣
し
て
唐
へ
の
時
属
を
申
し
入
れ
た
。
史

詞
耽
は
そ
の
ま
ま
長
安
で
唐
に
仕
え
た
が
、
武
徳
九
年
(
六
二
六
)
に
左
二
監
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
節
で
見
た
よ
う
に
、

「
監
牧
填
」
を
始
め
と
す
る
惇
世
史
料
は
、
等
し
く
唐
の
監
牧
制
の
開
始
を
貞
観
年
間
(
六
二
七
l
六
四
九
)
と
し
て
お
り
、
こ
の
「
史
詞
耽
墓

誌
」
の
記
載
と
は
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
「
監
牧
領
」
に
「
貞
観
白
り
肇
め
、
麟
徳
に
成
り
、
四
十
年
間
」
と
あ
る
が
、
麟
穂
年
間
(
六
六
四
l
六

六
六
)
か
ら
単
純
に
四

O
年
を
引
く
と
武
徳
年
聞
に
遡
っ
て
し
ま
う
。
張
説
は
、
あ
く
ま
で
概
数
と
し
て
「
四
十
」
を
用
い
た
と
解
緯
す
る
の

お
そ
ら
く
、
唐
の
監
牧
制
は
、
玄
武
門
の
饗
後
間
も
な
く
し
て
李
世
民
の
手
に
よ
り
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
史
詞
耽
墓
誌
」
は
、
そ
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が
自
然
で
あ
る
。

の
時
期
を
玄
武
門
の
嬰
に
よ
る
奪
権
直
後
の
武
徳
九
年
年
内
と
見
な
し
、

一
方
の
「
監
牧
唄
」
は
太
宗
の
治
世
の
正
式
な
始
ま
り
で
あ
る
貞
観

元
年
と
見
な
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
同
が
生
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
解
稗
す
れ
ば
、
雨
史
料
聞
の
記
述
の
矛
盾
が
理
解
で

長
己
ト
」
で
A
1
0

し
た
が
っ
て
、
史
詞
耽
の
牧
監
就
任
は
、
唐
の
監
牧
制
の
開
始
と
ほ
ぼ
同
時
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
左
二
監
と
い
う
名

栴
(
「
二
番
目
に
設
置
さ
れ
た
良
馬
を
産
出
す
る
官
管
牧
場
の
長
官
」
)
か
ら
判
明
す
る
設
立
順
の
早
さ
か
ら
も
傍
詮
さ
れ
る
。
こ
の
牧
監
就
任
に
つ

い
て
「
史
詞
耽
墓
誌
」
は
、
「
六
閑
に
明
敏
な
る
を
以
て
」
と
し
、
史
詞
耽
が
馬
の
飼
育
に
長
け
て
い
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
個
人
的
資
質
の
み
が
就
任
の
背
景
で
は
あ
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
節
で
掲
げ
た
『
元
和
郡
牒
園
志
」
巻
三
闘
内
道
三
原
州
の
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記
事
が
示
す
よ
う
に
、
臨
右
に
布
か
れ
た
監
牧
制
の
中
心
が
、
ま
さ
に
固
原
史
氏
一
族
の
本
接
地
た
る
原
州
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
事
賓
を
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看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
臨
右
群
牧
を
統
轄
す
る
臨
右
群
牧
使
は
原
州
刺
史
が
兼
任
し
、
そ
の
下
に
置
か
れ
た
監
牧
使
の
う

ち
北
使
と
東
宮
使
は
、
原
州
城
内
す
な
わ
ち
高
卒
豚
城
に
治
所
が
置
か
れ
て
い
た
。
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
瞳
制
が
完
成
す
る
の
は
、
先
掲

『
唐
舎
要
」
巻
六
六
の
記
事
か
ら
儀
鳳
三
年
以
後
と
見
ら
れ
る
が
、
原
州
が
臨
右
群
牧
の
重
要
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
設
立
嘗
初
も
蟹
わ
り
な
い

で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
監
牧
制
が
施
行
さ
れ
た
嘗
初
、
唐
が
所
有
し
て
い
た
軍
馬
は
わ
ず
か
に
三
千
(
「
監
牧
煩
じ
な
い
し
五
千
頭
(
『
新
唐
書
』
兵
志
)

で
あ
っ
た
。
第
一
節
で
見
た
と
お
り
、
こ
の
頭
数
は
「
中
監
」
か
「
上
監
」
の
監
牧
一
箇
所
分
に
し
か
相
首
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
臨
右
に

監
牧
を
設
立
す
る
に
際
し
、
唐
の
所
有
馬
だ
け
で
は
不
足
を
来
し
た
に
違
い
な
く
、
現
地
で
私
的
に
馬
の
飼
育
を
菅
む
者
の
協
力
が
不
可
快
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
監
牧
制
の
施
行
と
同
時
に
左
二
監
に
任
じ
ら
れ
た
史
詞
耽
の
一
族
は
、
武
威
安
氏
同
様
、
私
的
に
馬

の
飼
養
や
貿
易
を
管
ん
で
い
た
一
族
と
推
測
さ
れ
、
左
二
監
の
牧
場
も
原
州
に
設
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
史
詞
耽
の
左

こ
の
本
接
地
原
州
に
お
け
る
固
原
史
氏
の
官
管
牧
場
運
営
は
、
唐
の
高
宗
期
に
お
い
て
も
継
績
し
て
い
た
。
②
史
銭
棒
の
事
例
に
つ
い
て
、
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二
監
就
任
と
は
、
田
原
史
氏
が
臨
右
群
牧
の
設
立
に
直
接
聞
輿
し
た
こ
と
を
示
す
事
例
な
の
で
あ
る
。

「
史
銭
棒
墓
誌
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

あ

額
慶
三
年
、
救
も
て
司
駅
土
寸
右
十
七
監
を
授
け
ら
る
。
趣
馬
は
名
官
に
し
て
、
駕
人
は
司
職
た
り
。
刑
珍
も
て
鵠
に
抵
て
、
牛
鼎
も
て
鶏

を
亨
、
岡
且
凶
剖

を
思
い
1
4習
回
は
園

に
安
ん
ず
。
遂
に
乃
ち
理
に
鯛
れ
て
用
を
宣
ベ
、
事
に
随
い
て
能
を
殺
す
。
牧
養
は
其
の
方

を
妙
蓋
し
、
服
習
は
其
の
性
に
達
わ
ず
、
害
群
は
斯
に
去
り
、
逸
足
は
遣
す
無
し
。

史
銭
棒
は
高
宗
朝
の
額
慶
三
年
(
六
五
八
)
に
右
十
七
監
と
い
う
牧
監
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

一
讃
し
て
、
右
十
七
監
の
牧
場
が
何
庭
に
存
在

し
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
傍
線
部
の
修
辞
文
(
原
文
「
閥
旦
思
執
鞭
、
蒙
口
巴
安
困
吏
」
)
の
一
節
を
謹
み
解
く
と
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
の

で
あ
る
。
ま
ず
、
「
史
記
』
巻
四
七
孔
子
世
家
の
、

孔
子
の
母
死
し
、

五
父
の
衡
に
潰
せ
し
は
、
蓋
し
其
の
慢
な
り
。



と
い
う
一
丈
に
「
史
記
集
解
』
が
注
を
附
し
、

徐
唐
日
く
、
「
魯
牒
に
闘
里
有
り
。
孔
子
の
居
る
所
な
り
:
:
:
」
o

と
あ
る
よ
う
に
、
前
宇
部
分
の
「
閥
里
」
と
は
、
孔
子
の
住
居
が
在
っ
た
場
所
で
あ
る
。
ま
た
「
執
鞭
を
思
う
」
の
句
は

「
論
証
巴
巻
七
遮
而

編
に
あ
る
次
の
一
節
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

子
の
日
わ
く
、
富
に
し
て
求
む
べ
く
ん
ば
、
執
鞭
の
士
と
離
も
、
五
日
亦
之
を
潟
さ
ん
。
如
し
求
む
べ
か
ら
ず
ん
ば
、
五
日
が
好
む
所
に
従
わ

ん

「
執
鞭
」
と
は
御
者
や
露
梯
い
の
よ
う
な
下
級
の
士
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
「
富
と
い
う
も
の
を
追
求
し
て
も
よ
い
な
ら
、
執
鞭
の
よ
う
な
賎

し
い
役
目
で
も
わ
た
し
は
つ
と
め
よ
う
が
、
も
し
追
求
す
べ
き
で
な
い
な
ら
、
わ
た
し
の
好
き
な
生
活
に
向
か
お
う
」
と
い
う
孔
子
の
考
え
が

示
さ
れ
て
い
る
。

荘
子
は
蒙
の
人
な
り
。
名
は
周
。
周
は
嘗
て
蒙
の
漆
園
の
吏
と
矯
る
。
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一
方
、
後
半
の
「
蒙
邑
は
園
吏
に
安
ん
ず
」
と
は
荘
子
の
故
事
を
指
す
。
「
史
記
』
巻
六
三
荘
周
停
に
、

と
あ
り
、
荘
子
が
郷
里
の
蒙
で
漆
園
の
吏
と
い
う
低
い
身
分
に
甘
ん
じ
た
と
あ
る
。

つ
ま
り
「
閥
里
」
と
「
蒙
邑
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
孔
子
・
荘

子
を
意
味
し
、
雨
者
の
よ
う
な
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
て
も
郷
里
で
粗
末
な
職
に
甘
ん
じ
た
、
と
い
う
丈
意
に
な
る
。
こ
こ
で
聡
え
ら
れ
る
粗

末
な
職
と
は
、
首
然
右
十
七
監
を
指
し
、
郷
里
で
そ
れ
に
就
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
史
鍛
棒
が
統
轄
し
た
牧
場
も
史
詞
耽
の
場
合
と
同

様
、
や
は
り
原
州
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
十
七
監
と
い
う
監
牧
の
名
稽
(
「
十
七
番
目
に
設
置
さ
れ
た
粗
雑
馬
を

産
出
す
る
官
管
牧
場
の
長
官
」
)
か
ら
は
、
臨
右
群
牧
に
お
い
て
、
設
立
首
初
か
ら
確
賓
に
牧
場
数
が
増
加
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
固
原
史
氏
は
、
麟
徳
年
間
以
後
の
オ
ル
ド
ス
へ
の
監
牧
掻
大
に
も
閲
奥
し
た
と
見
ら
れ
る
。
④
史
道
徳
の
事
例
に
つ
い
て
「
史
道
徳

墓
誌
」
に
、
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線
章
二
年
、
給
事
郎
に
拝
せ
ら
れ
、
玉
亭
監
に
遷
さ
る
。
:
:
:
又
龍
朔
三
年
、
詔
も
て
蘭
池
監
に
除
せ
ら
る
。
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と
あ
る
。
第
一
節
で
ふ
れ
た
と
お
り
、
玉
亭
監
・
蘭
池
監
は
地
名
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
監
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
蘭
池
監
へ
の
就

任
は
龍
朔
三
年
(
六
六
二
一
)
と
あ
る
が
、
龍
朔
は
椋
章
よ
り
前
の
年
競
で
あ
り
誤
記
と
思
わ
れ
る
。
墓
誌
で
は
こ
の
あ
と
儀
鳳
三
年
に
史
道
徳

が
浸
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
で
、
正
し
く
は
、
成
亨
三
年
(
六
七
二
)
か
上
元
三
年
(
六
七
六
)
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

玉
亭
は
諸
史
料
か
ら
検
出
さ
れ
ず
不
明
で
あ
る
が
、
蘭
池
は
、
一
岬
龍
三
年
(
七
O
七
)
に
六
胡
州
を
統
鷹
合
し
て
設
置
さ
れ
た
蘭
池
都
督
府
が

想
起
さ
れ
よ
う
。
『
新
唐
書
』
巻
三
七
地
理
志
一
闘
内
遁
宥
州
寧
朔
郡
の
僚
に
、

調
露
元
年
、
霊
・
夏
の
南
境
に
降
突
厭
を
以
て
魯
州
、
麗
州
、
含
州
、
塞
州
、
依
州
、
契
州
を
置
き
、
唐
人
を
以
て
刺
史
と
矯
し
、
之
を

六
胡
州
と
謂
う
。
長
安
四
年
、
併
せ
て
匡
・
長
二
州
と
矯
す
。
紳
龍
三
年
、
蘭
池
都
督
府
を
置
き
、
六
州
を
分
か
ち
て
牒
と
矯
す
。

と
あ
る
。
『
元
和
姓
纂
』
巻
四
闘
内
遁
四
盟
州
に
は
、

紳
龍
三
年
、
復
た
蘭
池
都
督
府
を
置
く
。
盟
州
白
池
牒
の
北
八
十
里
に
在
り
。

た
蘭
池
監
の
位
置
を
の
ち
の
蘭
池
都
督
府
と
同
一
と
見
な
し
、
そ
の
設
置
時
期
が
ま
さ
に
監
牧
制
の
オ
ル
ド
ス
掻
大
期
〈
麟
徳
年
間
以
後
(
六
六
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と
あ
り
、
蘭
池
都
督
府
が
盟
州
近
隣
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
田
原
史
氏
一
族
墓
誌
を
研
究
し
た
羅
豊
氏
は
、
史
這
徳
が
就
任
し

四
l
)
〉
に
嘗
た
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
麟
徳
年
間
以
後
、
瞳
州
に
は
八
監
す
な
わ
ち
八
カ
所
の
監
牧
が
増
設
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
羅
里
氏
は
、
こ
れ
ら
新
設
の
監
牧
に
封
す
る
管
理
を
強
化
す
る
た
め
に
蘭
池
監
が
置
か
れ
、
史
道
徳
が
牧
監
に
任
じ

(
幻
)

ら
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
第
一
節
・
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
諸
監
牧
を
管
理
す
る
職
は
監
牧
使
や
群
牧
使
で
あ
り
、
史
遁
徳
が
牧
監
に
任

じ
ら
れ
た
蘭
池
監
白
瞳
は
、
盟
州
に
増
設
さ
れ
た
「
八
監
」
と
同
じ
一
監
牧
に
す
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
蘭
池
監
は
「
八
監
」
の
一
っ
か
、
あ
る

い
は
八
監
設
立
後
さ
ら
に
増
設
さ
れ
た
監
牧
の
一
つ
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
史
遁
徳
が
諸
監
牧
の
管
理
に
あ
た
っ
た
と
見
る
の
は
適
切
で
は
な

し、
O 

さ
て
、
右
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
固
原
史
氏
の
牧
監
就
任
の
経
歴
は
、
唐
の
監
牧
制
掻
大
の
歴
史
と
見
事
に
合
致
す
る
こ
と
に
気
付
く
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
監
牧
制
施
行
時
に
は
史
詞
耽
が
左
二
監
に
、
臨
右
群
牧
の
琵
展
期
に
は
史
銭
棒
が
右
十
七
監
に
、
そ
し
て
オ
ル
ド
ス
へ



の
監
牧
接
大
期
(
夏
州
群
牧
設
立
期
)
に
は
史
道
徳
が
蘭
池
監
に
、
そ
れ
ぞ
れ
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
固
原
史
氏
は
元
来
軍
馬
の
飼

養
を
帥
営
ん
で
い
た
と
見
ら
れ
、
監
牧
制
の
施
行
以
後
は
一
貫
し
て
、
賓
地
に
馬
の
生
産
に
携
わ
る
牧
監
を
歴
任
し
た
。

つ
ま
り
、
固
原
史
氏
と

は
軍
馬
の
生
産
と
提
供
を
通
じ
て
唐
朝
と
の
関
係
を
保
っ
た
ソ
グ
ド
人
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

む

す

び、

従
来
、
武
威
安
氏
・
固
原
史
氏
に
牧
馬
官
の
就
任
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
技
能
の
由
来
が
注
目
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
例

え
ば
柴
新
江
氏
は
、
中
園
北
方
地
域
に
生
存
し
た
ソ
グ
ド
人
は
突
一
敗
圏
内
に
生
存
し
た
ソ
グ
ド
人
同
様
、
突
肢
の
影
響
を
受
け
、
牧
馬
に
長
ず

(
お
)

る
よ
う
に
な
っ
た
と
説
く
。
ま
た
羅
豊
氏
は
、
中
央
ア
ジ
ア
は
良
馬
の
産
地
で
あ
る
か
ら
、
元
来
ソ
グ
ド
人
は
牧
馬
技
能
を
身
に
附
け
て
お
り
、

(
約
)

唐
朝
が
彼
ら
を
牧
監
に
用
い
た
の
も
自
然
な
選
揮
で
あ
っ
た
と
遮
べ
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
彼
ら
が
牧
馬
官
に
登
用
さ
れ
た
の
は
車
に
そ
の
技
能
を
理
由
と
し
た
の
で
は
な
く
、
彼
ら
自
身
が
馬
の

25 

生
産
を
生
業
と
す
る
一
族
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
軍
馬
の
生
産
・
交
易
に
携
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
軍
事
と
の
闘
わ

り
が
深
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
武
威
安
氏
を
例
に
取
る
と
、
「
安
元
書
墓
誌
」
に
、

、
水
徽
年
中
に
至
り
、
賀
魯
の
叛
常
に
し
て
、
沙
塞
を
驚
擾
す
。
武
師
族
を
振
る
い
、
特
に
艶
棄
の
撃
を
蕩
せ
ん
と
す
。
五
遁
麿
を
分
か
ち
、

賓
に
偏
禅
の
伍
に
霜
る
。
別
に
救
し
て
公
を
差
し
て
葱
河
這
検
校
軍
馬
使
に
充
つ
。

と
あ
る
。
永
徽
六
年
(
六
五
五
)
、
西
突
販
の
阿
史
那
賀
魯
に
封
す
る
征
討
に
、
安
元
書
が
「
葱
河
道
検
校
軍
馬
使
」
と
し
て
従
軍
を
命
じ
ら
れ

て
い
る
。
「
軍
馬
使
」
の
職
名
は
他
の
史
料
か
ら
検
出
さ
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
軍
馬
調
達
を
任
務
と
し
た
使
職
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
三
節

で
見
た
安
忠
敬
に
お
い
て
も
、
彼
が
赤
水
・
新
泉
雨
軍
監
牧
使
に
任
じ
ら
れ
た
際
、
同
時
に
赤
水
軍
副
使
に
も
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
軍
馬
の
生
産
・
調
達
と
軍
事
は
元
来
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
軍
馬
生
産
を
生
業
と
し
て
い
た
こ
と
が
彼
ら
を
武
人
化
へ
と
導
き
、

563 

や
が
て
、
彼
ら
は
武
装
集
圏
と
化
し
て
軍
府
の
形
成
を
命
じ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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以
上
、
本
稿
で
遮
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、

(
一
)
武
威
安
氏
・
固
原
史
氏
は
、
と
も
に
唐
成
立
以
前
か
ら
馬
の
生
産
と
交
易
を
生
業
と
し
て
き
た
ソ
グ
ド
人
一
族
で
あ
る
。

(
二
)
唐
朝
は
監
牧
制
の
施
行
及
び
そ
の
掻
大
に
首
た
り
、
馬
産
を
笹
口
む
ソ
グ
ド
人
を
監
牧
の
運
営
者
あ
る
い
は
諸
監
牧
全
瞳
の
統
括
者
に

登
用
し
て
監
牧
制
の
充
賓
を
園
っ
た
。

(
三
)
武
威
安
氏
・
固
原
史
氏
が
、
唐
建
固
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
の
武
装
集
圏
と
化
し
た
の
は
、
彼
ら
が
軍
馬
の
生
産
・
交
易
に
携

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

近
年
、
森
安
孝
夫
氏
は
、

ソ
グ
ド
集
園
が
武
装
集
固
と
化
す
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
河
西
回
廊
・
寧
夏
・
オ
ル
ド
ス
・
山
西
北
部
の
農
牧

接
壌
地
帯
に
進
出
し
た
ソ
グ
ド
人
で
あ
れ
、
天
山
地
方
!
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
草
原
地
帯
に
進
出
し
た
ソ
グ
ド
人
で
あ
れ
、
大
量
に
馬
を
保
持
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
馬
を
商
品
と
し
、
馬
と
ラ
ク
ダ
の
機
動
力
を
生
か
し
て
東
西
交
易
に
従
事
す
る
一
方
、
騎
馬
を
中
心
と
し
て
軍
事
力
を
備
え

(
判
)

る
武
装
集
圏
と
化
し
た
、
と
の
見
解
を
提
示
し
た
。
こ
の
武
装
集
圏
化
の
経
緯
が
中
園
在
住
ソ
グ
ド
人
全
て
に
嘗
て
は
ま
る
か
は
、
今
後
さ
ら

(
H
U
)
 

に
検
詮
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
で
論
じ
た
武
威
安
氏
と
固
原
史
氏
に
「
牧
馬
官
」
の
歴
任
と
い
う
共
通
し
た
特
色
が
見
ら
れ
る

26 

貼
は
軽
覗
す
べ
き
で
は
な
い
。
森
安
氏
の
見
解
に
本
稿
で
得
ら
れ
た
検
詮
の
結
果
を
あ
わ
せ
見
れ
ば
、
雨
集
圏
が
と
も
に
牧
馬
を
経
菅
し
て
い

た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
牧
馬
こ
そ
が
雨
集
圏
の
北
朝
末
か
ら
唐
初
に
お
け
る
隆
盛
を
導
い
た
原
動
力
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
よ
う
。

詰(
1
)

条
新
江
「
中
古
中
西
交
通
史
上
的
統
高
城
」
(
険
西
師
範
大
串
西

北
環
設
中
心
編
『
統
高
城
遺
祉
綜
合
研
究
』
三
秦
出
版
利
、
二
0
0

四
、
二
九
三
三
頁
)
三
二
頁
。

(
2
)

武
威
安
氏
・
固
原
史
氏
と
軍
府
官
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
新
出
土
史
料
よ
り
見
た
北
朝
末
・
唐
初
間
ソ
グ
ド
人
の
存
在
形
態

|
|
固
原
出
土
史
氏
幕
誌
を
中
心
に
|
|
」
(
『
唐
代
史
研
究
』
七
、



戸4ミ戸υoυ 

二
O
O
四
、
六
O
|
七
七
頁
)
、
「
惰
・
唐
初
の
河
西
ソ
グ
ド
人
軍
園

|
|
天
理
岡
書
館
戴
『
文
館
詞
林
』
「
安
修
仁
墓
碑
銘
」
残
巻
を
め

ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
束
方
学
』
一
一
O
、
二
O
O
五
、
六
五
|
七
八

頁
)
参
照
。

(
3
)

⑥
安
株
山
は
周
知
の
如
く
突
厭
人
の
血
を
引
き
、
突
阪
第
二
帝
国

の
内
乱
の
さ
な
か
に
モ
ン
ゴ
リ
ア
か
ら
唐
に
逃
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。

森
部
禦
氏
は
安
旅
山
を
後
速
の
「
ソ
グ
ド
系
突
厭
」
に
分
類
し
て
い

る
(
同
氏
「
八
l
一
O
世
紀
の
華
北
に
お
け
る
民
族
移
動
|
|
突

阪
・
ソ
グ
ド
・
沙
陀
を
事
例
と
し
て
|
|
」
『
唐
代
史
研
究
』
七
、

二
0
0
四
、
七
八
一

0
0
頁
の
八
三
頁
)
o

し
た
が
っ
て
、
安
稔

山
は
本
稿
が
分
析
針
象
と
す
る
北
朝
末
か
ら
唐
初
に
か
け
て
中
園
に

入
植
し
た
ソ
グ
ド
人
と
は
範
障
を
異
に
す
る
の
で
、
分
析
の
封
象
か

ら
外
す
。
な
お
、
安
椋
山
の
牧
馬
官
就
任
の
意
義
を
考
察
し
た
も
の

に
、
馬
俊
民
・
王
世
平
『
唐
代
馬
政
』
(
聯
合
同
版
、
一
九
九
五
、
一

四
四
一
五
一
頁
(
馬
俊
民
著
)
)
が
あ
る
。

(
4
)
唐
の
監
牧
制
に
闘
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
演
谷
秀
雄
「
唐
代

馬
政
の
一
班
」
(
『
H
本
大
向
学
文
向
学
科
研
究
年
報
』
二
一
三
、
一
九
三

六
、
一
O
二
四
頁
)
、
唐
長
蒲
『
唐
書
兵
志
実
正
』
(
科
挙
出
版
献
、

一
九
五
七
)
、
宋
常
廉
「
唐
代
的
馬
政
上
下
」
(
『
大
陸
雑
誌
』
二

九
ー
一
・
二
、
一
九
六
回
、
二
九
三
三
頁
・
六
会
六
六
頁
)
、

横
山
貞
裕
「
唐
代
の
馬
政
」
『
園
士
舘
大
皐
人
文
皐
合
紀
要
』
三
、

一
九
七
一
、
二
一
七
会
七
五
頁
)
、
馬
俊
民
・
王
世
平
『
唐
代
馬

政
』
、
斎
藤
勝
「
唐
代
の
馬
政
と
牧
地
」
(
『
H
中
文
化
研
究
』
一
四
、

一
九
九
一
、
四
四
五
一
頁
)
等
が
あ
る
。

(
5
)

天
一
悶
博
物
館
・
中
園
枇
舎
科
亭
院
照
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
謀

題
組
校
誼
『
天
一
閑
寂
明
紗
本
天
聖
令
校
誼
附
唐
令
復
原
研
究
』

(
中
華
書
局
、
二
O
O
七
)

0

(

)

で
示
し
た
校
勘
は
同
書
「
校
銀

本
」
に
擦
る
。

(
6
)

「
監
牧
頒
」
は
他
に
四
部
叢
刊
所
牧
『
張
説
之
集
』
巻
二
一
、

『
文
苑
英
華
」
虫
色
九
一
七
、
四
庫
全
幸
一
日
所
牧
『
張
燕
公
集
』
巻
二
、

『
全
唐
文
』
巻
二
三
O
等
に
も
牧
載
さ
れ
る
が
、
『
張
説
之
集
」
と

『
文
苑
英
華
」
に
は
文
字
の
錯
誤
が
多
く
見
ら
れ
る
。

(
7
)

宋
常
廉
「
唐
代
的
馬
政
上
」
二
九
三
O
員
、
横
山
貞
裕
「
唐

代
の
馬
政
」
一
五
六
良
。

(
8
)

馬
俊
民
・
王
世
平
『
唐
代
馬
政
』
一
四
一
六
頁
(
王
世
平
著
)
、

寧
志
新
『
陪
唐
使
職
制
度
研
究
(
農
牧
工
尚
編
)
』
(
中
H

羊
書
局
、
二

O
O
五
)
一
七
五
|
一
七
六
頁
。

(
9
)

監
牧
の
分
布
地
域
に
つ
い
て
は
馬
俊
民
・
王
世
平
『
唐
代
馬
政
』

三
九
|
四
三
頁
(
王
世
卒
著
)

0

(
日
)
監
牧
制
に
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
監
牧
の
他
に
、
開
一
五
年
間
(
七

一一一一
l
七
四
二
の
初
め
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
馬
坊
」
と
い
う

官
管
牧
場
も
あ
り
、
こ
れ
は
岐
州
・
郊
州
・
淫
州
・
寧
州
に
置
か
れ

た
(
「
八
馬
坊
」
0

『
唐
文
粋
』
巻
二
二
所
載
部
昂
「
岐
郊
淫
寧
四
州

八
馬
坊
碑
領
」
)
。
ま
た
唐
の
馬
政
機
関
に
は
、
「
閑
厩
」
と
呼
ば
れ

る
皇
帝
お
よ
び
宮
廷
が
使
用
す
る
御
馬
の
飼
養
機
関
も
存
在
す
る
が
、

こ
れ
ら
は
本
論
に
直
接
関
係
し
な
い
の
で
省
略
し
た
い
。

(
日
)
後
掘
報
告
は
昭
陵
博
物
館
「
唐
安
元
書
夫
婦
幕
議
掘
筒
報
」
(
『
文

物
』
一
九
八
八
二
一
、
三
七
四
九
頁
)
o

ま
た
昭
陵
博
物
館
・

張
浦
編
著
「
昭
陵
碑
石
』
(
三
秦
出
版
祉
、
一
九
九
三
)
に
墓
誌
拓

本
完
質
、
と
録
文
載
録
。

27 
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(
ロ
)
寧
志
新
『
陪
唐
使
職
制
度
研
究
(
農
牧
工
商
編
)
』
一
八
二
頁
。

(
日
)
寧
志
新
『
陪
唐
使
職
制
度
研
究
(
農
牧
工
商
編
)
』
一
八
一
百
ハ
0

(
日
)
セ
小
紅
『
唐
五
代
畜
牧
経
済
研
究
』
(
中
華
書
局
、
二

O
O
六
)

四
五
五
一
頁
。

(
日
)
横
山
貞
裕
「
唐
代
の
馬
政
」
一
五
八
頁
。

(
日
)
寧
志
新
「
陪
唐
使
職
制
度
研
究
(
農
牧
工
商
編
)
』
一
八
一
ー
ー
一

八
七
頁
。

(
口
)
王
氏
は
四
部
叢
刊
所
収
『
張
説
之
集
』
巻
一
二
所
載
の
「
監
牧

領
」
に
採
っ
て
お
り
、
『
唐
文
粋
』
で
は
「
七
十
寓
匹
」
と
あ
る
麟

徳
年
間
の
馬
の
保
有
数
が
「
七
十
寓
六
千
川
」
と
あ
る
。

(
時
)
馬
俊
民
・
主
世
平
『
唐
代
馬
政
』
一
六
一
八
頁
(
主
世
平
著
)

0

(
刊
日
)
唐
長
官
市
『
唐
書
兵
士
心
築
正
』
一
一
五
一
会
六
百
円
。

(
初
)
注
(
刊
日
)
に
同
じ
。

(
幻
)
小
野
川
秀
美
「
河
曲
六
州
胡
の
沿
革
」
(
『
東
亜
人
文
撃
報
』
一

四
、
一
九
四
二
、
一
九
三
二
二
六
頁
)
、
張
康
達
「
唐
代
六
胡
州

等
地
的
昭
武
九
姓
」
(
『
北
京
大
向
晶
子
息
子
報
(
哲
挙
世
舎
科
皐
版
)
」
一

九
八
六
二
、
七
一
ー
ー
八
二
・
一
二
八
百
九
)
、
同
偉
洲
「
唐
代
六
胡

州
輿
刀
康
待
賓
之
乱
μ

」
(
「
民
族
研
究
』
一
九
八
八
三
、
五
四

ム
ハ
二
一
百
(

)

0

(
幻
)
森
部
豊
「
唐
末
五
代
の
代
北
に
お
け
る
ソ
グ
ド
系
突
阪
と
沙
陀
」

(
『
東
洋
史
研
究
』
六
二
l

四
、
二

O
O
四
、
六
O
|九
三
頁
)

0

(
お
)
『
冊
v

肘
元
通
』
虫
色
九
九

O
外
臣
部
備
禦
三
。

(
江
)
『
唐
合
要
』
巻
九
六
銭
勤
に
、

貞
観
二
十
年
、
既
に
延
陀
を
破
り
、
太
宗
霊
州
に
幸
し
、
淫
陽
頓

に
次
る
。
銭
勅
の
週
鵠
、
抜
野
山
、
同
羅
、
僕
M

一
円
、
多
濫
葛
、
思

結
、
阿
鉄
、
契
丹
、
実
(
契
志
の
誤
り
)
、
淳
、
剖
川
薩
等
十
一
姓
、

各
々
使
を
遣
わ
し
て
朝
貢
す
。
:
:
:
異
日
、
銭
勤
等
を
召
し
て
並

び
に
行
宮
に
入
ら
し
め
、
山
楽
を
張
り
以
て
之
を
宴
し
、
特
汗
し
て
郎

防
刑
お
よ
び
昭
武
校
尉
等
の
官
と
矯
す
。
乃
ち
璽
辛
目
を
降
し
て
其
の

曾
長
を
労
ぃ
、
綾
錦
等
を
粛
す
に
及
ん
で
、
以
て
将
に
音
?
を
厚
く

せ
ん
と
す
。
の
り
て
采
輿
と
霊
州
に
曾
せ
し
め
、
井
せ
て
右
領
軍

刑
問
料
割
制
調
引
U
引
制
剖
引
制
剖
U
U問。

と
あ
る
。
『
新
唐
主
H

』
巻
七
五
下
宰
相
正
系
表
後
下
武
威
李
氏
に
は

安
修
仁
の
子
と
し
て
「
、
水
害
、
右
領
軍
附
府
軍
」
と
の
名
が
見
え
、
同

一
人
物
と
思
わ
れ
る
。

(
お
)
唐
と
突
阪
と
の
交
渉
の
場
刊
に
し
ば
し
ば
武
威
安
氏
が
現
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
楽
新
江
氏
は
こ
れ
を
武
威
安
氏
と
突
肢
と
の
「
相
首

に
親
密
な
関
係
」
の
現
れ
と
と
ら
え
る
(
同
氏
「
粟
特
典
突
欧
架

特
石
棺
闘
像
的
新
印
誼
」
、
周
偉
洲
主
編
『
西
北
民
族
論
叢
』
四
、

中
園
枇
舎
科
皐
出
版
壮
、
二

O
O
六
、
一
二
三
頁
)
o

し
か
し
一

方
で
安
修
仁
が
闘
中
十
二
軍
の
軍
将
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
資
治
通
鑑
」
巻
一
九
一
唐
紀
七
武
徳
八
年
侠
に
は
次
の
よ
う
な
記

事
が
あ
る
。

夏
四
月
・
・
:
甲
寅
、
涼
州
胡
の
陸
伽
陀
、
突
阪
を
引
き
て
都
督
府

を
襲
い
、
子
城
に
入
る
。
長
史
劉
君
傑
撃
ち
て
之
を
破
る
。

.. 

六
月
・
・
・
陸
伽
陀
、
武
興
(
姑
戚
の
西
北
)
を
攻
む
。
・
:
・
八
月

:
:
・
左
武
候
大
将
軍
安
修
仁
、
陸
伽
陀
を
且
渠
川
(
涼
州
)
に
撃

ち
、
之
を
破
る
。

武
徳
八
年
(
六
二
五
)
は
唐
へ
の
突
阪
の
侵
冠
が
激
し
さ
を
増
し
た

時
期
で
あ
る
が
、
突
欧
と
手
を
結
ん
だ
「
涼
州
胡
」
陸
伽
陀
が
涼
州
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へ
の
攻
撃
を
繰
り
返
し
、
最
終
的
に
安
修
仁
に
よ
っ
て
撃
破
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
賓
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
威
安
氏
と
突
阪
と
の

閥
係
は
一
概
に
「
親
密
関
係
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

(
お
)
呉
玉
貴
「
涼
州
粟
特
胡
人
安
氏
家
族
研
究
」
(
条
新
江
主
編
『
唐

研
究
』
一
二
、
一
九
九
七
、
二
九
五
三
三
八
頁
)
三

O
O

三
O
八

頁
な
ど
。

(
幻
)
拙
稿
「
新
山
川
土
史
料
よ
り
見
た
北
朝
末
・
唐
初
開
ソ
グ
ド
人
の
存

在
形
態
|
|
固
原
出
土
史
氏
墓
誌
を
中
心
に
|
|
」
六
九
百
九
、

「
陪
・
唐
初
の
河
西
ソ
グ
ド
人
軍
圏
|
|
天
理
園
書
館
蔵
『
文
館
詞

林
』
「
安
修
仁
墓
碑
銘
」
残
巻
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
八
九
頁
。

(
お
)
森
安
孝
夫
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
唐
帝
園
』
(
講
談
壮
、
二

O
O七、

一
三
五
|
一
三
六
頁
)
。

(
鈎
)
呉
玉
貴
「
涼
州
粟
特
胡
人
安
氏
家
族
研
究
」
一
一
一
一
一
一
頁
。

(
鈎
)
四
庫
全
書
所
牧
『
張
燕
公
集
』
は
前
宇
部
分
を
「
水
出
渥
注
之
文
、

神
馬
者
二
千
采
」
に
作
る
が
文
志
に
大
差
は
な
い
。
ま
た
『
文
苑
英

華
』
は
後
宇
部
分
の
「
武
」
を
「
曳
」
に
作
る
が
、
こ
れ
で
は
文
意

が
通
ら
な
い
。

(
出
)
李
正
宇
「
渥
注
水
天
馬
史
事
綜
理
」
(
「
敦
憧
研
究
』
一
九
九
O
l

一
二
、
一
ム
ハ
一
一
一
一
一
百
(

)

0

(
幻
)
「
陛
胴
の
武
」
の
典
擦
に
つ
い
て
は
、
束
洋
史
研
究
合
同
編
集
委
員

舎
の
敬
一
不
に
擦
る
。
な
お
、
陛
嗣
山
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
現
甘
粛

省
酒
泉
豚
(
陪
の
張
扱
郡
一
服
稔
豚
)
、
現
甘
粛
省
眠
豚
の
西
(
陪
の

臨
泌
郡
臨
桃
服
。
以
上
『
陪
童
H

』
地
理
志
)
、
現
甘
粛
省
平
涼
市
の

西
(
唐
の
原
州
平
高
豚
の
西
。
『
史
記
』
巻
一
、
五
帝
本
紀
中
の

『
史
記
正
義
」
所
引
「
括
地
志
』
)
等
、
諸
説
が
あ
る
。

(
お
)
「
文
苑
英
華
』
は
「
監
牧
使
」
を
「
監
牧
」
に
作
る
。

(
泊
)
「
通
典
』
巻
一
七
二
州
郡
こ
で
は
赤
水
軍
に
閲
す
る
記
載
は
脱
漏

し
て
い
る
。
ま
た
新
泉
軍
の
兵
士
数
は
一
千
と
あ
る
。

(
お
)
固
原
史
氏
一
族
墓
に
つ
い
て
は
、
寧
夏
目
族
向
治
匿
岡
原
博
物

舘
・
羅
幽
=
一
早
一
編
著
『
固
原
南
郊
陪
唐
墓
地
」
(
文
物
出
版
祉
、
一
九
九

六
)
、
寧
夏
凶
族
自
治
匡
固
原
博
物
館
・
中
日
原
州
聯
令
考
士
円
隊
編

『
原
州
古
墓
集
成
』
(
文
物
出
版
枇
、
会
九
九
九
)
o

墓
誌
に
釘
す
る

研
究
と
し
て
は
羅
塑
「
陪
唐
史
氏
墓
誌
」
(
同
氏
著
『
胡
漢
之
開

|
|
グ
紙
綱
之
路
U

輿
西
北
歴
史
考
古
」
中
華
書
局
、
二

O
O
四、

四
二
三
四
八
八
頁
)
、
ソ
グ
ド
人
墓
誌
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
ソ
グ

ド
人
漢
文
墓
誌
諜
注
(
一
)
固
原
出
土
「
史
射
勿
墓
誌
」
(
陪
・
大

業
六
年
)
」
(
『
史
滴
」
二
六
、
二

0
0
四
、
五
一
ー
ー
七
二
頁
)
、
「
ソ

グ
ド
人
漢
文
墓
誌
諜
注
つ
一
)
国
原
出
土
「
史
詞
耽
夫
婦
墓
誌
」

(
唐
・
成
亨
元
年
)
」
(
「
史
滴
』
二
七
、
二

O
O
五
、
ム
五
一
一
一
ー
ー
一

八
三
頁
)
、
「
ソ
グ
ド
人
漢
文
墓
誌
誇
注
(
三
)
固
原
出
土
「
史
這
洛

墓
誌
」
(
唐
・
慰
慶
三
年
)
」
(
『
史
滴
』
二
八
、
二

O
O六
、
一

O
一一一

一
一
九
頁
)
、
「
ソ
グ
ド
人
漢
文
某
誌
諦
注
(
四
)
田
原
出
土
「
史

銭
棒
墓
誌
」
(
唐
・
成
亨
元
年
)
」
(
『
史
滴
』
二
九
、
二

O
O七
、
八

一
一

O
三
頁
)

0

(
お
)
陪
の
燭
帝
期
に
設
置
さ
れ
た
都
尉
官
に
つ
い
て
は
、
平
田
陽
一
郎

「
陪
場
帝
期
府
兵
制
の
再
検
討
|
|
線
管
制
廃
止
と
都
尉
官
設
置
に

つ
い
て
|
|
」
(
『
早
稲
田
大
準
大
向
学
院
文
向
学
研
究
科
紀
要
』
四
五

四
、
二

0
0
0、
八
七
九
七
頁
)
参
照
。

(
幻
)
羅
幽
豆
「
陪
唐
史
氏
芸
誌
」
四
七
一
四
七
二
頁
。

(
お
)
築
新
江
「
粟
特
典
突
厭
|
|
粟
特
石
棺
園
像
的
新
印
誼
」
一
一
一
頁
。
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(
犯
)
羅
幽
=
一
眠
「
陪
唐
史
氏
墓
誌
」
四
七
二
頁
。

(ω)
森
安
孝
夫
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
唐
帝
園
』
一
一
一
一
五
一
一
二
六
頁
。

(
日
)
例
え
ば
、
太
原
よ
り
出
土
し
た
「
虞
弘
墓
誌
」
か
ら
は
、
北
朝
末

よ
り
陪
初
に
か
け
て
山
西
の
北
部
に
「
胡
人
」
を
主
髄
と
す
る
軍
府

が
多
数
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
(
虞
弘
墓
に
つ
い
て
は
山
西

省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
考
占
研
究
所
・
太
原
市
音
源
匝
文
物

放
瀞
所
『
太
原
陪
虞
弘
墓
」
文
物
出
版
一
吐
、
二

O
O
五
。
虞
弘
と
軍

府
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
新
出
土
史
料
よ
り
見
た
北
朝
末
・
唐
初
間
ソ

グ
ド
人
の
存
在
形
態
|
|
岡
原
出
土
史
氏
墓
誌
を
中
心
に
|
|
」
六

五

六

六

頁
)
o

ま
た
靖
遅
か
ら
出
土
し
た
「
窪
古
田
明
墓
誌
」
に
は
、

ソ
グ
ド
人
と
見
ら
れ
る
翠
曹
明
が
、
北
貌
の
東
西
分
裂
に
お
い
て
自

ら
西
貌
軍
に
身
を
投
じ
戦
功
を
挙
げ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
と
い
う

(
蘇
航
「
北
朝
末
期
至
陪
末
唐
初
粟
特
緊
落
郷
圏
武
装
連
論
」
『
文

史
』
二

O
O
五
回
、
一
七
一
一
一
一
八
五
頁
の
一
七
七
頁
)

0

[
附
記
]
本
稿
は
平
成
十
九
年
度
岐
阜
聖
徳
島
ナ
岡
大
向
学
研
究
助
成
金
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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THE TANG PASTURAGE OVERSEER SYSTEM AND THE

PASTURAGE OF THE SOGDIANS IN TANG

YAMASHITA Shoji

From the end of the Northern Dynasties to the initial stages of the Tang many

Sogdians moved into China, formed settlements, and became active. Among these

groups of Sogdians in China those who displayed the greatest power were the An

clan tl:~ of Wuwei JE:OOG and Shi clan 5t:~ of Guyuan ~)Jj{. The An of Wuwei

who had led Sogdian warriors during late-Sui-early-Tang period to topple the Li

Gui *,)L regime commended the Hexi region to the Tang shortly after the found­

ing of the dynasty. The Shi clan of Guyuan, on the other hand, had been assigned

as the officials in charge of the military command of all of Yuanzhou in the late Sui,

but following the establishment of the Tang dynasty pledged their allegiance and

cooperated in the overthrow of the Xue Ju Wf~ regime in Longxi. Both groups

had evolved into a type of armed body that assisted the Tang militarily in the uni­

fication of China.

There is one particular characteristic shared by the two groups. That is the

fact that they were often appointed to the office of pasturage tf3( j~ ,§, that is to

say as officials concerned with overseeing the management and breeding of horse

for military use in the Tang dynasty. As regards the An clan of Wuwei, one An

Yuanshou tl:5Ga was appointed to the post of Pasture Master of Xiazhou ][1\I\r~

tf3( it. The post of Pasture Master of Xiazhou seldom appears in historical re­

cords, but based on my analysis, it is clear that it was the supreme official charged

with the breeding of war horses at the time. Furthermore, when Tang established

a new system for the breeding of war horses in Hexi at the beginning of the 8th

century, the director was chosen form the An clan of Wuwei. On the other hand,

after the Tang established the system for breeding war horses known as the pas­

turage overseer system ~~)(TI11j during the Zhenguan era, members of the Shi clan

of Guyuan successively occupied the top post in charge of government pastures

where war horses were actually bred. They consistently supported the establish­

ment and spread of the Pasturage Overseer system.

If one explores the background to the appointment of members of both these

groups of Sogdians to the posts in the office of pasturage, the fact becomes clear

- 83-



that both groups were active in the private breeding of war horses prior to the

establishment of the Tang dynasty. This reality, that the Sogdians, who have

heretofore been seen as merchants, can be understood as having formed armed

bodies in the past should be recognized. In other words, the occupation of breed­

ing and trading war horses, would have necessarily deepened their involvement

with military matters and led them to become militarized.

THE HISTORY OF THE AGRICULTURAL EXPLOITATION OF

COl TRI VILLAGE IN NINH BINH PROVINCE IN THE

RED RIVER DELTA OF VIETNAM

: A RECONSIDERATION OF RELATIONS BETWEEN LOCAL

AND NATIONAL OFFICIALS AND THE POPULACE

YAO Takao

During the reign of Thanh Tong, the fifth emperor of the Le dynasty, which

had been established early in the 15th century, an administrative system was insti­

tuted and a highly uniform system of local administration was also created. In re­

gard to the administration of land, the system of equitable distribution of rice fields

based on public rice fields was likewise instituted and a policy of social equality

was promoted. Despite this fact, the development of new rice fields was aggres­

sively promoted. These efforts to exploit the land can be seen classified into three

types based on the character of the developer, (1) powerful noble families who

were associated with the founding of the dynasty, (2) government officials, and (3)

ordinary farmers.

The Coi Trl village in Ninh Blnh province in the lower Red River delta was de­

veloped by the method known as Chiem x~ which meant development by those

from other provinces. In earlier studies it has simply been assumed that it was

closely related to H6ng Du'c banks, which were constructed in the area by the

national government at the same time, however, the specific course of the de­

velopment has not been made clear.

On the basic of local sources written by the descendants of the developers,

this study points out that the people secured many private rice fields even though

they faithfully followed the government's Chiem x~ method of development, that

recruitment of new members was frequently conducted relying on blood and

neighboring relationships built up over 30 years of the development process, and
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